






























 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央公民館 
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佐倉地区の概要                                   
佐倉地区は、京成電鉄軌道の北側の旧内郷村地区と南側の旧城下町地区とに大別され

る。 

内郷地区は、宮前地区で宅地開発が進み、その他の地区は田畑が広がっている。また、

印旛沼を北にのぞみ、佐倉草ぶえの丘、市民の森、岩名運動公園などの施設がある。 

京成電鉄とＪＲ総武本線、鹿島川にはさまれた旧城下町地区は、未だに城下町当時の

面影が所々に残っており、国立歴史民俗博物館、佐倉城跡、武家屋敷、順天堂記念館、

平成１８年に国の重要文化財（建造物）に指定された旧堀田家住宅及び、庭園を含む一

帯は「旧堀田正倫庭園」として平成２７年３月に国の名勝に指定されるなど、歴史と文

化の環境に恵まれている。平成２８年４月には「北総四都市江戸紀行・江戸を感じる北

総の町並み」として佐倉市、成田市、香取市、銚子市の四都市が「日本遺産」に認定さ

れた。また、城下町の面影を残す台地上に、市役所、裁判所、検察庁そして、佐倉図書

館、市民体育館、市立美術館など公共施設が集中しており、商店街も形成している。 
  中央公民館は、この台地の南側の低地に佐倉保育園と並んで建っている。付近には、

平成１１年３月に建設された千葉県印旛合同庁舎がある。ＪＲ佐倉駅、京成佐倉駅とも

に徒歩１５～２０分、最寄りバス停から５分の場所に位置する。 

佐倉地区の人口は平成２９年３月末日で、２８，９３３人で昨年に比べ１１５人の減

となっている。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

佐倉地区のデータ               【平成３０年３月末現在】 
 
○佐倉地区：面積   約２０.６ｋ㎡   （佐倉市：面 積  １０３．６９ｋ㎡） 

  
○佐倉地区：住基人口 ２８，８１８人  （佐倉市：住基人口 １７６，０５９人） 

 
○佐倉地区：人口密度 １，３９８人/ｋ㎡ （佐倉市：人口密度 １，６９７人/ｋ㎡） 
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１．公民館運営計画                                             
運営方針 
  「佐倉教育ビジョン」及び「第２次・佐倉市立公民館活動計画」の基本理念を踏まえ、

歴史のまち佐倉の生活・文化の向上と、ふるさと佐倉のまちづくりに携わる市民の連帯意

識を高めるため、だれもが学習しやすい公民館、集会活動のよりどころとなる公民館、親

睦を深める場となる公民館として生涯学習のねらいを達成すべく、社会教育活動の中心施

設としてその役割を果たすことに努める。 
 

努力目標 
  ○利用者に対して、快い適切な対応をするように努める。 

○より多くの人に利用してもらうよう施設設備の提供に工夫をすると共に、安全管理

に努める。 

○社会状況の変化を踏まえ、次代を見据えた学級・講座の充実に努める。 

 ○公民館に関係する各種団体との連携を図り、活動の支援に努める。 
 

事業内容 
  １．施設・備品の提供 
      地域住民各層の利用に応えるため、サービス業務の向上を図る。 
  （１）施設の提供（団体、グループ単位） 
        ①  開館時間  午前９時から午後９時まで。 

ただし、月曜日と祝日並びに夜間利用がない場合は、午後５時

まで。 

        ②  休館日    第２・第４月曜日、及び年末・年始（１２月２８日～１月４日）。 
  （２）備品の提供（団体、グループ単位） 
        館外貸与できるもの 
           机、椅子、拡声装置、視聴覚機器、視聴覚教材 
 
  ２．学級講座 
    学習機会の拡充と学習内容の充実を図るため、学級講座の質的向上に努める。 
    家庭教育講座、青少年教育講座、成人教育講座、佐倉市民カレッジ等の実施。 
 
  ３．団体育成事業 

公民館利用グループ・サークル活動の育成と支援や、子ども会活動への支援、成人・

高齢者グループの地域活動・ボランティア活動の支援を行う。 

 
  ４．広報事業 

公民館の役割や各種文化行事等の情報提供。 
中央公民館だよりの発行、各種館外催物、各種ポスター等の掲示及びパンフレット

の配布、公民館の役割や利用の仕方のパンフレット配布。 
   

５．展示事業 
    ロビー等の効果的活用を図る。 
    利用者作品展、各種展示会の開催。 

 

  



中央- 3 - 

２．公民館利用状況                                             

年度別利用状況 

 

平成２９年度施設別年間稼働率 

 

施設名称 利用可能回数 利用回数 稼働率 

大ホール 1,294 1,091 84.3% 

研修室１ 1,294 861 66.5% 

プレイルーム 1,294 380 29.4% 

研修室２ 1,294 927 71.6% 

研修室３ 1,294 900 69.6% 

調理室 1,294      514 39.7% 

和室  1,294 621  48.0% 

会議室 1,294 887 68.4% 

アトリエ 1,294  777 60.0% 

工芸室 1,294 570 44.0% 

学習室１ 1,294 799 61.7% 

学習室２  1,294 773 59.9% 

学習室３   1,294 792 61.1% 

 

区 分 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

利用件数

（件） 
6,463 6,611 6,546 6,265 5,930 

利用人数

（人） 
101,664 115,841 112,173 110,218 103,212 

開館日数

（日） 
333 333 335 333 333 



平成２９年度 事業報告

対　　象 期間・回数 内　　　容

 3歳児と保護者
　　　　　20組

  6/ 6  7組14人
  6/13  6組12人
  6/19  9組18人
  6/27  6組12人
  7/ 3  8組16人
 10/ 3 11組23人
 10/13 11組23人
 10/17 10組20人
 10/24  6組12人
 10/31 12組24人

手遊び、音楽(リトミック活動)、体操を通して健や
かな体と豊かな感受性、好奇心を育む。また、同年
齢の幼児の触れ合い、保護者と幼児との触れ合い、
保護者と保護者が交流する場として学習講座を開設
した。

 小学生と親
　　 　　10組
 ※多数時父親優先

  2/17　9組20人

親子での食事作りを通して食材の知識を学び、食材
を選ぶ能力を養う。また、父親の家事・育児参加を
促すことにより男女平等参画の推進と家庭教育の充
実を図るため、父親優先とした。

 小学5・6年生
     　　15人

  7/25  9人
  7/26  8人
  7/27  9人
  7/29  8人

宇宙業界に国内外で携わった経験をもつ宇宙アドバ
イザーの講師等を招いて、ロケットはなぜ飛ぶの
か・人工衛星の役割は・宇宙飛行士になるに・地球
から見た星は、をテーマとして実施した。

 小学4～6年生
　　　　　22人

  7/31 22人

印旛沼を取り上げ、各会場での水質と水源域に生息
する水生生物について、地上と水上（屋形船）で観
察した。屋外の観察等、楽しみながら印旛沼の抱え
ている問題点などについても考えて理解してもらう
機会を得た。

 小学4～6年生
　　　　20人

  8/23 23人
女子美術大学教員･学生の指導を受けながら、佐倉に
由来のある武士等の家紋を色付け・デザインしてタ
ペストリーを作った。

子ども俳句教室  小学生　15人
  7/21  5人
  7/27　1人

俳句茜会が指導。俳句のきまりを学んだ後、沢山の
句を書き、その一部を色紙に清書し、互いの句につ
いて気に入った点などを話し合った。

夏休み和太鼓体験教室  小学生　15人   7/23 12人
鼓珀が指導。学齢に合わせた太鼓を用意し、和太鼓
の基本から始めて、最後には簡単な合奏が楽しめる
までになった。

花とあそぼう・いけば
な教室

 小学生　15人
  7/25 12人
  7/26  4人
  7/27  2人

佐倉市華道連盟が指導。3回異なる指導者、花材で実
施。いけた花を絵に描かせたり、工夫したところや
感想を発表させたりした。

佐倉こどもかるた  小学生　16人   7/26  9人
佐倉こどもかるた子都手留会(しってるかい)が指
導。単なるかるた大会に終わることなく、時折解説
を加えて佐倉について学んだ。

楽しい日本舞踊  小学生　10人
  8/ 1 11人
  8/ 2 16人
  8/ 3 11人

佐倉華踊会が指導。講師が浴衣や扇などを用意し、
日本舞踊の基本、座ってのお辞儀や扇の使い方を童
謡に合せて学んだ。

ﾍﾟｯﾄﾎﾞﾄﾙで作ったﾛｹｯﾄ
をとばそう

 小学生　20人   8/ 3 19人

お～いあそぼうかいが指導。1年生でも無理なく作れ
るよう材料を用意する一方、個々に工夫できる部分
もあった。完成後は公園で実際に飛ばして楽しんで
いる様子が見られた。

夏休み子供料理教室
 小学3～6年生
　 　　　25人

  8/ 4 23人
よもぎが指導。ﾂﾅのｶﾚｰﾋﾟﾗﾌ風、ｳｲﾝﾅｰとｷｬﾍﾞﾂのとろ
とろ卵のっけ、豆蒸しﾊﾟﾝを調理。衛生と安全の大切
さについても学んだ。

子どもそば打ち体験教
室

 小学5･6年生
　　　　10人

  8/ 7　7人
そば打ち愛好会が指導。粉をこねるところからそば
を切るところまで子ども達に体験させ、手作りのつ
ゆで試食した。

子どもそば打ち体験教
室

 小学5･6年生
　 　　　10人

  8/ 8　4人
C級ｸﾞﾙﾒそば打ち迷人が指導。粉をこねるところから
そばを切るところまで子ども達に体験させ、手作り
のつゆで試食した。

たのしい茶道教室  小学生  15人   8/ 9 12人
松葉会が指導。お抹茶やお菓子の頂き方、和室での
立ち居振舞いやお辞儀の仕方などを勉強した。

家庭教育共通講座
 「お父さん歓迎！親子で
学ぶ食材選びと調理の仕
方～簡単ちらし寿司とイ
ワシのつみれ汁～」

 夏休み子どもゼミナール

 水辺観察会
「夏休み子供水辺
　　　探検ツアー」

 佐倉市・女子美術大学
 連携協働事業
「JOSHIBIﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ」

子
ど
も
の
居
場
所
作
り

事 業 名

公民館を利用しているｻｰｸﾙ・団体が小学生を対象に指導し、日頃の学習の成果を披露した。

領
域

家
庭
教
育

青
　
少
　
年
　
教
　
育

 3歳児親子あそびうた教室

中央-4



平成２９年度 事業報告

対　　象 期間・回数 内　　　容事 業 名
領
域

三角ｺﾌﾟﾀｰを作ってと
ばそう

 小学生　20人   8/ 9 17人
飛ばそう会が指導。あらかじめ用意された骨組み
に、子供達が好きな絵を描いた紙を貼り付けて作成
し、ｺﾞﾑ動力のﾌﾟﾛﾍﾟﾗで高く飛ばして楽しんだ。

「絵手紙」を描こう  小学生　10人
  8/11  9人
  8/25  4人

佐倉城の辺地区社会福祉協議会が絵手紙の指導者を
招いて実施。絵手紙を描くだけでなく、子供達が感
想を述べ、指導者が良い所を評価した。

 計18回
 延べ178人

夏休み学習ルーム
 小学生から
 一般市民

  7/27～ 8/31
 利用者 100人

夏休み期間中、学習室１を自主学習の場として提供
した。児童･生徒65人、一般35人

 小学4年生以上
 20人

  8/ 2 17人
模写標本の作製をした。昆虫の生態等を学び、佐倉
の自然環境に興味を持ってもらった。

 小学4～6年生
　　　　　21人

  9/18～21
  3泊4日
 （佐倉東小）
   21人

異年齢の子どもたちが親元を離れ、共同生活体験を
することにより、自主性・協調性などを高めた。ま
た、地域の住人との交流も図り、明るい地域づくり
の一助とした。
 6/30　募集チラシ配布
 7/14　募集締切(定員 21人/応募40人)
 7/10　カウンセラー説明会
 8/22　検討会会議
 9/ 4　参加抽選会
 9/11　参加者及び保護者説明会

ボランティア協力
千葉県立佐倉高等学校、千葉敬愛短期大学、佐倉市
民カレッジ佐倉地区同窓会、公民館利用サークル
「ふきのとう」

 成 人　 20人  11/22 1回45人
地域人材による講習会を行ない、地域へのつながり
と興味を深めた。

 成 人
 　　 各 10人

 11/11 午後10人
 11/12 午前10人
 11/12 午後6人

パソコン等の機器に実際に触れ、操作することに
よって、どのようなものであるかを体験した。

 成 人 　30人
 10/21　22人
  2/24 　20人

介護予防に関する心身の健康に必要な方法や、家庭
における健康管理に資する事を学んだ。

 成 人　 50人   3/11　1回46人
佐倉の象徴として「印旛沼」を学び、かけがえのな
い豊かな自然環境を次の世代に伝えていくことの重
要性を認識した。

 成 人
  講座 　 80人
  散策 各 20人

  9月～ 3月
講座 3/22 115人
散策 10/25　7人
　　 11/8 8

講座と佐倉地区の史跡散策を行い、土井利勝が佐倉
城とその城下町を整備してから約400年の歴史を学ん
だ。

 成 人   90人
12/24　 87人
 3/17　118人

佐倉を学ぶ身近な題材として、民話や伝説そして、
小説・映画・写真などから郷土への理解を深めると
共に、佐倉を学んだ。

 成 人   90人

  8/ 5 25人
  9/ 2 83人
 10/ 7 62人
 11/ 4 49人
 12/ 2 58人

佐倉市の自然環境の象徴である「印旛沼」について
学ぶものである。佐倉市の自然と文化を学習し郷土
佐倉の創生につなげることを目的にした。

 成 人　 20人   3/24　18人
古今佐倉真佐子に記された場所を散策し、古くて新
しい佐倉についての身近な発見をすることを目的と
した。

 佐倉学講座
　「印旛沼」

 佐倉学講座
「佐倉・城下町400年」

 佐倉学講座
野村胡堂「町人十萬石」

キアゲハを紙で創ろう！青
　
少
　
年
　
教
　
育

子
ど
も
の
居
場
所
作
り

 地域づくり講座

パソコンイベント2017
「Wordで年賀状を作ろ
う」
 健康増進教育講座
（佐倉ホワイエ共催事
業）

 通学合宿

成
人
教
育

 いんば沼公開講座
　(環境政策課共催事業)

佐
倉
学

 佐倉学講座
「古今佐倉真佐子を歩く」
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平成２９年度 事業報告

対　　象 期間・回数 内　　　容事 業 名
領
域

1年1組 47人
1年2組 47人

  5月～ 2月
        61回

2年1組 43人
2年2組 49人

  5月～ 2月
        65回

福祉 20人
歴史 27人
情報 20人
元気 26人

  5月～ 2月
        41回

福祉 20人
歴史 25人
情報 15人
元気 29人

  5月～ 2月
        43回

 成 人　100人

 11/11　68人
 12/ 9　53人
  1/13　46人
  1/27　54人

臼井八景の文学的魅力を互いに学びあい、文化的価
値の素晴らしさを再発見する学習の場とした。

 加盟子ども会
       1 団体

 12/16 佐倉地区
子連ｸﾘｽﾏｽﾊﾟｰﾃｨｰ
47人

子ども会の育成者を養成し、子ども会同士の交流を
図ることを目的としているが、1団体がが退会したこ
とにより1団体となった。クリスマスパーティでは、
近隣子ども会にも声掛けを行うことにより、新規加
盟団体の増に努めた。

利用団体代表者
  4/28 163団体

利用者団体の交流を図り、公民館活動のあり方につ
いて懇談した。

 定期利用団体
  6/29 12団体
 12/21　12団体

調理室の効果的利用方法を考えるとともに、懇談を
通して利用サークル間の交流を図った。

幼児・児童・成人  随時

佐倉に伝わる民話を題材とした語りを行うグループ
「さくらっ古」と「佐倉こどもかるた子都手留会」
を市内小学校等に派遣し、民話や佐倉こどもかるた
を通じて郷土愛を育んだ。

 登録団体  随時

視聴覚ライブラリー所有機材・教材の貸出を行っ
た。
映像ソフト98本を貸し出し、延べ5695人が観覧し
た。また、プロジェクター、スクリーン、音響セッ
ト等の機器を延べ198点貸し出した。

　親子映画会
小学生・幼児と
保護者

  7/28 340人
 12/27 295人
  3/27 150人

モンスター・ホテル２
怪盗グルーのミニオン大脱走
スマーフ　スマーフェットと秘密の大冒険

 16ミリ映写機
 保有施設

 11月～3月 1回
各施設所有の16ミリ映写機を、老朽化に伴う上映使
用時のトラブル防止のため、一括して点検を行っ
た。

 社会教育団体
 ・一般  20人

  6/17 5人
視聴覚機器の操作を習得する機会を提供し、映像教
材の活用を図った。

 佐倉地区
 6/28 1,100部
 3/ 1  410部

6/28 「中央公民館だより じゅにあ」として子供向
け教育事業を掲載し、佐倉地区の小学校4校等に配布
した。
3/1 「公民館だより」を作成し、公民館の事業紹介
や募集、地域の様々な情報を提供した。

 成人
 毎月1回
     1,500部

一般市民から広く原稿を募集し、市民による編集委
員会により、編集・校正を行った｡

 市民  随時
中央公民館の主催事業等を掲載し、情報を提供し
た。

 「なかま」

 16ミリ映写機点検事業

 視聴覚機器貸出

 中央公民館
 利用グループ懇談会

 調理室利用者懇談会

「佐倉民話を語るボラン
ティア派遣事業」、「佐倉
こどもかるた普及派遣事
業」

 16ミリ映写機操作講習会

さくら学び塾

「郷土の古文書『臼井八
景』を繙く」

 佐倉地区子ども会
 育成会連絡協議会

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

事
業

 第１学年 佐倉市民カレッジ

 《であい課程》
 第１学年
 第２学年
  ２年間の学習コース

 《専攻課程》
 第３学年
 第４学年
  ２年間の学習コース
 （以下の４コース）
  あったか福祉コース
  ふるさと歴史コース
  さわやか情報コース
  ゆっくり元気コース

 中央公民館だより

　高齢化社会のなかで、市民が健康で生きがいをも
ち、地域と連携をもちながら、住みよいまちづくり
を考え、実践をとおした生涯学習の場とするもので
ある。
 「であい課程」では、主に一般教養科目を学ぶ。そ
の領域は、健康・家庭・生きがい・経済・佐倉の歴
史・環境・市政・福祉・国際理解・仲間づくり等で
ある。
 「専攻課程」は、福祉・歴史・情報・元気の４分野
に分かれて行う専門別学習コースであり、卒業後の
実践活動に役立たせるために、体験学習、話し合
い、発表等の学習方法を取り入れている。
　公開講座、ミニセミナー等を拡充し、一般への学
習機会の提供を図る。
※平成29年5月13日現在：369人

 第２学年

 第３学年

 第４学年

 ホームページ

広
報
活
動

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
事
業

団
体
育
成
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１．家庭教育事業                        

３歳児親子あそびうた教室 

①開設趣旨 手遊びと音楽（リトミック）を通して、健やかな体と豊かな感受性、

好奇心を育むことを目的とする。また、子どもと保護者、同年齢の子相互、保護

者相互の触れ合いや交流をする場として学習講座を開設する。 

②募集対象 ３歳児とその親 １５組 

③プログラム 

回 月 日（曜日） 学習内容 講 師 

１ 

６月 ６日（火） 

１０：００～ 

１１：００ 

音楽に合わせて準備体操。ピアノに合

わせて遊具を使い運動をする。リトミ

ックと手遊び。 

山口 佳子 

加藤 未来 

２ 

６月１３日（火） 

１０：００～ 

１１：００ 

歌と手遊び。読み聞かせ。 
山口 佳子 

美谷島 克子 

３ 

６月１９日(月) 

１０：００～ 

１１：００ 

音楽に合わせて準備体操。ピアノに合

わせて遊具を使い運動をする。リトミ

ックと手遊び。 

山口 佳子 

加藤 未来 

４ 

６月２７日（火） 

１０：００～ 

１１：００ 

歌と手遊び。「おおきなかぶ」の劇を

みんなで。七夕飾りづくり 

山口 佳子 

美谷島 克子 

５ 

７月 ３日（月） 

１０：００～ 

１１：００ 

音楽に合わせて準備体操。リトミック

と手遊び。健康増進課による相談会。 

加藤 未来 

健康増進課職員 

 

回 月 日（曜日） 学習内容 講 師 

１ 

１０月 ３日（火） 

１０：００～ 

１１：００ 

音楽に合わせて準備体操。ピアノに合

わせて遊具を使い運動をする。リトミ

ックと手遊び。 

山口 佳子 

加藤 未来 

２ 

１０月１３日(金) 
１０：００～ 

１１：００ 

音楽に合わせて準備体操。ピアノに合

わせて遊具を使い運動をする。リトミ

ックと手遊び。 

山口 佳子 

加藤 未来 

３ 

１０月１７日(火) 

１０：００～ 

１１：００ 

リトミックと手遊び。絵本の読みきか

せ。 

山口 佳子 

美谷島 克子 

４ 
１０月２４日（火） 

１０：００～ 

１１：００ 

音楽に合わせて準備体操。ピアノに合

わせて遊具を使い運動をする。リトミ

ックと手遊び。絵本読みきかせ。 

山口 佳子 

加藤 未来 

５ 

１０月３１日（火） 

１０：００～ 

１１：００ 

ハロウィン・パーティー～「魔女の家」

を回ってかぼちゃの顔を完成させよう

～ 

美谷島 克子 

山口 佳子 

加藤 未来 
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④講座を終えて より良い講座にするため何度も講師との打ち合わせを行った。また１

つの講座が終わるたびに、復習と反省・次回の講座の打ち合わせを行うことにより改

善をはかった。前年度のアンケートによれば、「体操がよかった」という意見も多く

あったが、読み聞かせへの高評価もいくつかあった。そこで、両者のバランスをとり

つつイベントなどの新しい内容も取り入れることとした。 

前半では子どもたちも参加する劇を行い、後半の最終日にはハロウインパーティー

を行い大きなイベントとなった。来年度も、参加者の満足度を高められるように、講

師とアイデアを出しあってアンケート結果を踏まえつつ、いいイベントにしていきた

い。 

 

家庭教育共通講座「お父さん歓迎！親子で学ぶ食材選びと調理の仕方～簡単ちらし寿司

とイワシのつみれ汁～」 

① 開設趣旨 本講座は、佐倉市の食育推進事業と男女共同参画事業のひとつに位置づけ

られているものである。食材選びから始まり、調理をし、出来上がったものを食べる、

この一連の作業を通して、「食」に関心を持っていただきたい。  

② プログラム 

回 月 日（曜日） 学習内容 講 師 

１ 

２月１７日（土） 

１０：００～ 

１３：００ 

食材について知る・食の機能と食文

化について学ぶ。親子の交流を深め

る。 

健康増進課職員 

 

③講座を終えて 今年度の参加者は９組であった。平成２２年度より男女共同参画の観点

を取り入れ、対象をお父さんと子どもを優先にして募集した食育講座であったが、今回

参加したお父さんは、親子９組中５名であった。当日は、中央公民館調理室での調理実

習を行った。皆真面目に栄養士の説明に聞き入り、楽しんで料理を行い、怪我無く講座

を終える事が出来た。 

講座終了後に行ったアンケートでも、子どもたちからは「ちょっとむずかしかったけ

ど楽しかった」「材料を入れ忘れたり、少しバタバタした所もあったけど、自分たちで

作れてとてもおいしく、楽しかったです」「最初は難しいと思ったけど、簡単にできて

よかった」、保護者からは「たのしくやるきマンマンで子どもたちとできました」「と

ても良い体験ができました。」という意見があった。 

アンケート結果からも満足度の高さが伺える。今後も継続していきたい事業である。 
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２．青少年教育事業           
夏休みこどもゼミナール 

①開設趣旨 宇宙業界に長年携わった専門家の方々を講師に招いた。少人数制のゼミ形式

の講座を開催することにより、佐倉市の将来を担う子ども達のコミュニケーションづく

りの場を提供します。ロケット・人工衛星・宇宙飛行士・天体、の４つに的を絞って「宇

宙の４つのナゾ」に関わる講義を行った。 

②募集対象 小学生５年生～６年生 ２０人 

③ プログラム 

回 月 日（曜日） 学習内容 

１ 

７月２５日（火） 

１０：００～ 

１１：３０ 

エピソードⅠ ロケットはなぜ飛ぶの？～入浴剤で作

る、プチロケット～ 
「プチロケット」の手作りロケットを飛ばすことによ

り、ロケットの構造と飛び方について楽しく学ぶ。 

２ 

７月２６日（水） 

１０：００～ 

１１：３０ 

エピソードⅡ 人工衛星はどんな役割があるのかな？

～宇宙から見る私たちの地球～ 

ロケットが宇宙へ運ぶもの“人工衛星”について、どん

な人工衛星があるのか、その役割などを学ぶ。 

３ 

７月２７日（木） 

１０：００～ 

１１：３０ 

エピソードⅢ 宇宙飛行士になるにはどうしたらよい

の？ 

宇宙飛行士と宇宙飛行士を支える人々についてご自身

の経験を中心にご講義いただき、宇宙業界に携わる可能

性は誰にでもあるということを身近に感じてもらう。 

４ 

７月２９日（土） 

１９：００～ 

２０：３０ 

地球から見る星はどうなっているのかな？夜空を眺め

てみよう～宇宙と星のお話し～ 

 

④講座を終えて 昨年度に続いて熱心な生徒が多かった。アンケート結果から伺えるの

は、「ロケット製作」にあるような「もの作り」の人気が高いということである。 

  他の講義も多少難しいものもあったが、大方楽しんで学習してもらえたようであっ

た。対象年齢を「おおむね小学５年生以上」としたところ、小学１年生から中学３年

生まで幅広い層の参加となった。 

  もしも公開講座で番外編ができるならば、大人も対象にした講座を行いたいと考え

た。また、最終日は保護者も一緒に星の観察を行う予定であったが、曇天のため残念

な結果となった。来年度は予備日を設定するなどして備えたい。 

  また、「星の観察」については自然の豊かな他館との共催事業としたり、バス仕立

てでつくばにあるJAXA宇宙センターを訪問するツアーを組むなど、受講生の満足度を

高められるような講座を今後も目指したい。 

 

 



中央- 10 - 

佐倉っ子塾共通講座 夏休みこども水辺探検ツアー 

①開設趣旨 自然に親しみ、自然を大切にする心を養うとともに、環境の重要性を認識す

る機会とする。 
②募集対象 小学４年生～６年生 ２２人 
③プログラム 

回 月 日（曜日） 学習内容 会 場 

１ 

７月３１日（月） 

９：００～ 

１６：００ 

印旛沼や鹿島川に注ぐ水の流

れや、生き物について学ぶ。 

ふるさと広場 

（印旛沼：学習船） 

手繰川・畔田沢 

④講座を終えて 印旛沼をはじめとする市内の水辺環境の重要性について子ども達に理解

してもらうことを目的とし、毎年企画・実施している講座。午前は、臼井公民館で紙す

きによるハガキの作成を行った後、印旛沼で観光船に乗って沼の観察を行い、午後は手

繰川・畔田沢で水の色を観察した。また、それぞれの場所で水生動物（魚類等）を採取・

観察した。参加者アンケートの結果「自然はすごく大事」という意見が出るなど、参加

者が環境の重要性を認識したことがうかがえ、事業目的を達成できたものと考える。 

 

 

JOSHIBI ワークショップ 

①開設趣旨 本事業は平成２４年４月２日付けで締結された「佐倉市と学校法人女子美

術大学との連携協働に関する協定書」に基づき実施する。参加児童は芸術を手段とし

て自分の「考えていること」「感じていること」「伝えたいこと」を表現することを

体験し、学生は現場での実践をとおして芸術教育の意義を学ぶことをねらいとする。 

②募集対象 小学３年生～６年生 ２０人 

③プログラム                                                                             

回 月 日（曜日） 学習内容 講 師 

１ 

８月２３日（水） 

１３：３０～ 

１６：００ 

女子美術大学の学生の指導により、

佐倉に由来のある武家等の家紋を

ステンシルシートにし、布にあてて

色付け・デザインしてタペストリー

を作る。 

女子美術大学芸術学

部アートプロデュ

ース表現領域３年

（監修：日沼禎子准

教授） 

 

④講座を終えて 「こうほう佐倉」７月１５日号、各公民館と佐倉小、内郷小、佐倉東

小、白銀小へのチラシ配布を行った。応募者は２５人。当日は２３名が出席し、女子

美術大生の指導のもと、佐倉に由来のある武家等の家紋をステンシルシートにし、布

にあてて色付け・デザインしてタペストリーを作った。 

アンケートの結果、参加児童・保護者の満足度は高く、低学年でも取り組みやすく、

自由な発想でデザインできることが子どもたちの意欲を高めた様子。また、当日の様

子からも見て取れたが、大学生による作成指導。支援は、参加児童や保護者からも好

評であり、次回への期待が読み取れる。 
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子どもの居場所作り 

① 開設趣旨 

今日の少子化の流れの中で、子どもたちの社会性とコミュニケーション能力を育

むため、地域の様々な人たちとの関わりが大切と言われている。しかし現状は、安

全に楽しく遊ぶ場所や機会が失われつつあり、子ども自身の手で「居場所」を作る

ことが難しい環境となってきている。そうした中で、夏休みの子どもたちの居場所

を公民館が提供し、公民館利用グループの学習に子どもたちを参加させることで、

各グループの学習の成果を発揮し、子どもたちと地域グループの交流を目指す。 
② 募集対象、募集人員 小学生（主に佐倉地区４小学校） 定員延べ２５６人 
③ 開催期間 小学生の夏休み期間 全１８回 

④ 学習プログラム 

回 月 日（曜日） 学 習 内 容 講 師 

１ 

７月２１日（金） 

１０：００～ 

１２：００ 

子ども俳句教室 俳句茜会 

２ 

７月２３日（日） 

１４：００～ 

１６：００ 

夏休み和太鼓体験教室 鼓珀 

３ 

７月２５日（火） 

１０：００～ 

１２：００ 

花とあそぼう・いけばな教室 佐倉市華道連盟 

４ 

７月２６日（水） 

１０：００～ 

１２：００ 

花とあそぼう・いけばな教室 佐倉市華道連盟 

５ 

７月２６日（水） 

１０：００～ 

１１：３０ 

佐倉こどもかるた 佐倉こどもかるた子都手留会 

６ 

７月２７日（木） 

１０：００～ 

１２：００ 

花とあそぼう・いけばな教室 佐倉市華道連盟 

７ 

７月２７日（木） 

１０：００～ 

１２：００ 

子ども俳句教室 俳句茜会 

８ 

８月１日（火） 

９：３０～ 

１１：３０ 

たのしい日本舞踊 佐倉華踊会 
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９ 

８月２日（水） 

９：３０～ 

１１：３０ 

たのしい日本舞踊 佐倉華踊会 

10 

８月３日（木） 

９：３０～ 

１１：３０ 

たのしい日本舞踊 佐倉華踊会 

11 

８月３日（木） 

１０：００～ 

１２：００ 

ペットボトルで作ったロケ

ットをとばそう 
お～いあそぼうかい 

12 

８月４日（金） 

９：３０～ 

１２：１５ 

夏休み子ども料理教室 よもぎ 

13 

８月７日（月） 

９：３０～ 

１２：３０ 

子どもそば打ち体験教室 そば打ち愛好会 

14 

８月８日（火） 

９：３０～ 

１２：３０ 

子どもそば打ち体験教室  Ｃ級グルメそば打ち迷人 

15 

８月９日（水） 

９：３０～ 

１２：００ 

たのしい茶道教室 松葉会 

16 

８月９日（水） 

１０：００～ 

１２：００ 

三角コプターを作ってとば

そう 
飛ばそう会 

17 

８月１１日（金・祝） 

９：３０～ 

１２：００ 

「絵手紙」を描こう 
佐倉城の辺地区社会福祉協議

会 

18 

８月２５日（金） 

９：３０～ 

１２：００ 

「絵手紙」を描こう 
佐倉城の辺地区社会福祉協議

会 
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⑤ 講座を終えて 
   平成１７年度から始めた事業である。公民館利用グループの協力を得て、１２団

体の公民館利用グループにより実施した。今年度は全体で延べ１７８名の参加があ

った。一人で複数の教室に参加した児童もいた。毎年参加してくれる児童もいる。 
今日の少子化の流れの中で、地域の住民と関わることにより、子どもたちが地域

社会に馴染む機会を作る「子どもの居場所作り」は、とても有意義な事業と言える。

また、講師役を務める公民館利用グループにとっても、子どもたちとの交流は新鮮

な気持ちで活動することのできる貴重な体験となっている。 
６月下旬に夏休み中の中央公民館主催の子ども向け事業を一覧にした「中央公民

館だより“じゅにあ”」を佐倉地区４小学校に配布した。応募多数で抽選となる講

座がある一方で、応募者の少ない講座もあった。 
世代間交流の場として、地域に開かれた公民館の中の子供の居場所として、長く

続けていきたい事業のひとつである。 
 

「キアゲハを紙で創（つく）ろう！」 

①開設趣旨 模写標本の作製をして昆虫の生態等を学び、身近な自然環境に興味を持って

もらう。 

②募集対象 小学４年生以上 ３０人 

③プログラム                                                                      

回 月 日（曜日） 学習内容 講 師 

１ 

８月２日（水） 

９：３０～ 

１２：３０ 

昆虫の特性や構造について学ん

だ後、キアゲハを紙で作製した。 

元千葉敬愛短期大学

学長 

堀田 和弘 

 

④講座を終えて この講座は、平成２７年度に成人を対象として実施した講座「印旛沼

周辺に棲む虫」を子ども向けに再構築したものであり、昆虫の特性や構造について学

んだ後、キアゲハを紙で作製するという順序で進めた。受講者は、小学生が１０人、

成人が７人であったが、年齢を問わず、長時間、集中して作製に取り組んでいた。ま

た、異年齢の受講者間で協力して作製を進めるという場面もあった。 

講師が紙で作成する「キアゲハ」は、マスコミにも取り上げられるほど非常に精緻

なものであり、「ペーパーインセクト」は講師自身の造語である。昨年度は作成にか

なりの時間を要したため、今年度は対象を絞ることなど時間の削減へとつなげること

ができた。本物と見分けがつかないほど精緻な模写標本を作製することができ、昆虫

の生態にも詳しい講師に直接学ぶことのできる機会は貴重であると考える。また、小

学生の集中力を高めるのにいい機会でもある。来年度以降も継続して実施していきた

い。 
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通学合宿 

①開設趣旨 小学校４年生～６年生が自宅を離れて集団生活を行い、生活体験をとおして

「お互いの立場や役割を理解し、協力し合う心を育むこと」、「日常生活に必要な生

活技能を習得すること」を目的とする。また、地域の方々が子どもの生活体験活動に

関わることにより、地域のつながりを深め、地域の教育力のさらなる向上を目指し、

併せて親が一定期間、子どもと離れて生活することで、日頃の親子関係を見直し、家

庭の教育力の向上を目指す。 

②募集対象   佐倉東小学校４年生～６年生 ２１人 

③プログラム                                                                      

回 月 日（曜日） スケジュール 会 場 ボランティア協力 

１ 
９月１８日（月・祝）

～９月２１日（木） 

開校式・閉校式 

献立決め・買物・朝

食・夕食（調理、後

片付け）・洗濯・入

浴・清掃 

千葉県立

佐倉高等

学校セミ

ナーハウ

ス 

千葉敬愛短期大学、千葉県

立佐倉高等学校、佐倉市民

カレッジ佐倉地区同窓会、

公民館利用サークル「ふき

のとう」 

 

④講座を終えて 佐倉東小学校の通学合宿では、児童２１人募集のところ３１人の応募が

あったため、抽選を実施し２１人で通学合宿を実施した。当事業においては、市民カレ

ッジ佐倉地区同窓会をはじめ、延べ３０人のボランティアの方々に参加いただき、登下

校の付き添い、夕食の調理補助、英語の特別授業等をサポートしていただいた。 
通学合宿期間中は、子ども達が班毎に、約２７人分の朝食・夕食の献立決めから、買

い物、調理、盛付け片付けまでを行った。また、掃除、洗濯、宿題をしながら普段どお

り学校に通うため、４日間大変厳しい過密スケジュールであったが、参加児童へのアン

ケートでは、回答のあった児童から、全員がまた参加したい。と言う意見や、「協力する

ことは大事だということ」「家事の大変さ、大切さ」を学んだ、といった意見が寄せられ

た。保護者のアンケートからは、「家族全員がそろっていることの大切さを改めて感じた」

「とても楽しく過ごせた様子がうかがい知れた」「多くの方の協力のもと、貴重な経験が

できた」「親としても“子離れの時期”を考えさせられた」など好意的な意見が大半であ

った。 
全体としては、事故・病気もなく、児童・カウンセラー全員が４日間充実した体験活

動を行うことができ、参加者全員にとって非常に有意義な時間を過ごせたと感じている。

これは、ボランティアの方々の協力のもと、カウンセラーが通学合宿のねらいを十分に

理解し、本当によく考え頑張ってくれたことが大きい。また、事前に買い物や調理の練

習をしてきた児童がおり、知っている知識についてお互いに教えあい、次に何をするか

を考えて行動していた。児童とカウンセラーの関係は非常に良好で、閉講式では別れを

惜しむ姿があちこちで見られた。 
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３．成人教育事業                        
地域づくり講座 

①開設趣旨 地域で健康づくりの活動で活躍している人材を講師として招いて健康体操を

実施し、地域住民の健康増進を図り、仲間づくり、地域づくりにつなげる。 

②募集対象 成人  ４０人 

③プログラム 

回 月 日（曜日） 学習内容 講 師 

１ 
１１月２２日（水） 

１０：００～ 
１２：００ 

“自力整体と笑いヨガ”体とこ

ころの元気を目指そう！ 

秋田 美智子 
（自力整体ナビゲーター） 

 

④ 講座を終えて 日常生活でも実施しやすく健康維持に役立てることが出来、満足度

の高い講座であった。日中の講座の参加者は、高齢の方が多い中、3，40 歳代や 50

歳代とみられる方の参加があった。また、高齢のご夫婦 2 組が、初めて参加した、

とのことで楽しんでいただけた様子であった。参加者の多さからも、近年の健康に

対する関心度が高いことが分かる。 

 

パソコンイベント2017～Wordで年賀状を作ろう！～ 

①開設趣旨 初級者を対象にパソコンに興味を持ってもらう講座を開くとともに、情報

分野の裾野を発展させるよう図る。 

②募集対象、募集人数  成人 ３０人（各１０人×３回） 
③プログラム 

回 月 日（曜日） 学習内容 講 師 

１ 
１１月１１日（土） 
１３：００～ 
１４：５０ 

Wordで年賀状を作

ろう！ 

市民カレッジ情報コース卒業

生２１期・２２期生 
 

２ 
１１月１２日（日） 
９：４０～ 
１１：３０ 

Wordで年賀状を作

ろう！ 

市民カレッジ情報コース卒業

生２０期・２１期生 
 

３ 
１１月１２日（日） 
１３：００～ 
１４：５０ 

Wordで年賀状を作

ろう！ 

市民カレッジ情報コース卒業

生２０期・２１期生 
 

 

④講座を終えて 「Word で年賀状を作ろう！」講座の内容を１０年連続で実施している。

昨年度同様、今年度も公民館所有のパソコン(Windows7、Word2010)１０台のみを使用

することとし、土曜日の午前を準備に充て、土曜日の午後・日曜日の午前・午後の３回

で各回１０名計３０名の定員とした。土曜午後、日曜午前の部は「こうほう佐倉」の告

知で早くから定員に達した。ワードで年賀状を作るという需要はまだある 
企画・準備の段階から市民カレッジ情報コース卒業生の協力を得ながら進められた。

受講者とスタッフがマンツーマンで丁寧に対応し、お孫さんや家族の写真の入った年賀

状データを成果物として受講者にはお持ち帰りいただいている。 
公民館で教わったことが自宅で活かしきれているか、また、新たな需要に対応してい

けるかどうかが今後の課題である。市民カレッジ情報コース卒業生の社会貢献の場とし

て有意義なイベントと言える。 
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健康増進教室 

①開設趣旨 高齢者が介護が必要な状態になることをできる限り予防し、自立した自分ら

しい生活を営むようにするため、地域の諸団体と連携をし、介護予防に関する心身の健

康に必要な指導及び助言を行い、家庭における健康管理に資することを目的とする。 
②募集対象 成人 ３０人 

③プログラム 

回 月 日（曜日） 学習内容 講 師 

１ 
１０月２１日（土） 

１３：３０～ 

１５：３０ 

講演「栄養は老化防止の鍵」 

懇談会「介護が必要になっても元気で

いるために」 

公益財団法人日産厚

生会 

介護老人保健施設佐

倉ホワイエ 

２ 

２月２４日（土） 

１３：３０～ 

１５：３０ 

講演「年をとっても元気でいるために

」 

懇談会 全4回を振り返って 

公益財団法人日産厚

生会 

介護老人保健施設佐

倉ホワイエ 

 

④講座を終えて 公益財団法人日産厚生会介護老人保健施設佐倉ホワイエとの共催で講座

を開設した。昨年度から始まった全４回の講座の中の第３回、第４回にあたり、全４回が

終了した。内容については、各回とも前半の講演から参加者に問いかけながら講演を進め

たことで活発な意見交換の場となり、場の雰囲気も和み、多くの意見が出された。また後

半の懇談会でも、活発に意見、質問が出て、演題に関する理解を深めるとともに、参加者

の交流も深まった。 

第４回目の懇談会では、第１回「ことばがこころを、こころがからだを動かす」、第２

回「穏やかに病と付き合うために」と上記第3回の振り返りを行い、各担当者から、内容の

説明もあり、初めて参加した方にも分かりやすく、また、参加しやすい講座となった。 

 

 

佐倉学講座 「印旛沼」カメラで覗いた印旛沼 

①開設趣旨 印旛沼の文化や自然をテーマに毎年開催している。佐倉・北総の豊かな自然

を将来に残すためにはどうしたらいいか、講座を通して学習するものである。今回は、印

旛沼を長年撮り続けたアマチュア写真愛好家に印旛沼の魅力を語っていただいた。 

②募集対象 成人 ５０人 

③プログラム 

回数 月 日（曜日） 学習内容 講 師 

１ 
平成３０年３月１１日（土）

１３：３０〜１５：００ 

印旛沼を長年撮り続けたア

マチュア写真愛好家から印

旛沼の魅力を学ぶ。 

内田儀久氏（アマチュア

写真愛好家） 

 

④講座を終えて この講座は、成人を対象とした「佐倉学」の一講座である。印旛沼をこ

よなく愛する生徒と講師との集中した授業となった。 

 講師は「アマチュア専門家」とは思えないほど完成度の高い写真データについてユーモ

アを交えながら説明していたが、長い時間と工夫を重ねて撮影された労作について、 

 受講者も前傾姿勢で臨んでおり、熱心にメモをとったり講義終盤でも興味深く質疑応答
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が行われた。プロと違って気楽にできるアマチュアの優位性などを時折笑顔で受講者も

聞いている。このような講座は今後も続けていきたいと考えている。 

 

佐倉学講座 「佐倉藩堀田家の江戸屋敷〜歴史的資料からみた屋敷のすがた〜」「佐倉･

城下町４００年新町周辺歴史散策」 

① 開設趣旨 これまで注目されてなかった佐倉藩の江戸屋敷（上屋敷・中屋敷・下屋敷）

について講師がフィールドワークによって得た知識と豊富な歴史的資料・現地写真な

どから解説を行う。 

②募集対象 講演・成人 各１００人 

散策・成人 各 ２０人 

② プログラム                                                                             

  回 月日（曜日） 学習内容 講 師 

１ 

３月２２日（水） 

９：３０～ 

１２：３０ 

講演「佐倉藩堀田家の江戸屋敷〜歴史的

資料からみた屋敷のすがた〜」 

 

酒々井町文化

財審議会会長 

高橋 健一 

２ 

１０月２５日（水） 

９：３０～ 

１２：３０ 

新町周辺散策 

佐倉市立美術館―裏新町―共同井戸―獄

舎跡―新町郵便局脇の坂―松林寺―数屋

酒店―勝寿寺―教安寺―妙隆寺―肴町―

甚大寺―堀田家墓所―おはやし館（指定

文化財山車人形）―旧駿河屋（NPO法人佐

倉一里塚）―木村屋――吉田家―旧平井

家―裏新町―山口家（市登録）―佐倉市

立美術館新町周辺散策 

ＮＰＯ法人佐

倉一里塚 

  ３ 

１１月８日（水） 

９：３０～ 

１２：３０ 

散策経路：１０月２５日（木）と同様 
ＮＰＯ法人佐

倉一里塚 

④講座を終えて 平成２１年度から、佐倉城とその城下町が整備された時代をテーマと

して開催している。これまでこの講座は、「土井利勝」に焦点を絞っていたものである。

今年度は江戸にあった佐倉藩の大名屋敷を扱ったが、講師の人気度と内容の斬新さと相

まって、大幅に定員を超えて「佐倉城下町４００年記念事業」クロージングイベントに

相応しい事業となった。来年度も継続してほしいとの声が参加者からも多く寄せられた。 

散策は両日ともに天気に恵まれたこと、講演も歴代藩主の細かな史実を学ぶことがで 

きたことから、アンケートの結果も好評であった。 

 今後も継続していきたい事業である。 

 

 

佐倉学講座 野村胡堂「町人十萬石」全２回 

①開設趣旨 本講座は、「佐倉学」を総合的に学べる場を提供し、「佐倉学」の普及を

図りながら、「人材の育成」と「新しい地域文化の創造」を目指すとともに、郷土愛

を育むこと、関心を高めることを目的として実施する。 

今年度は、野村胡堂「町人十萬石」をテーマに、第１回目“胡堂と、江戸、そして

佐倉へ”そして第２回目“痛快時代小説から見えて来る佐倉”として印旛沼開拓を題

材に、佐倉の歴史と郷土への興味関心を深めることをねらいとする。 

②募集対象、募集人数 成人 ９０人 
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③プログラム 

回 月 日（曜日） 学習内容 講 師 

１ 

１２月２４日（土） 

１０：００～ 

１２：００ 

野村胡堂「町人十萬石」～胡堂と、江

戸、そして佐倉へ～ 

エッセイスト 

高比良 直美 

２ 

３月１７日（土） 

１０：００～ 

１２：００ 

野村胡堂「町人十萬石」～痛快時代小

説から見えて来る佐倉～ 

エッセイスト 

高比良 直美 

 

④講座を終えて 天明期の印旛沼開発を背景に、江戸と佐倉を舞台にした時代小説「町

人十萬石」。また、絶版となり読むことができなかった「町人十萬石」を、印旛沼開

拓50周年と言う節目の年に、当時の新聞の挿絵をふんだんに取り込んだ復刻版が出さ

れた。アンケート結果からも「大変満足」が多数を占めており、講座の趣旨にあるよ

うな参加者の興味・関心が持たれた様子が伺える。 

 

いんば沼公開講座 

①開設趣旨 本講座は、印旛沼流域内・外の住民を対象として開催するもので、印旛沼及

び流域における動植物の生態系や歴史・文化等について深く理解していただき、印旛沼

への愛着を深めていただくことを目的としている。 

②募集人数 １００人 

③プログラム 

回 月 日（曜日） 学 習 内 容 講 師 

１ 

８月５日（土） 

１３：３０～ 

１５：３０ 

「印旛沼流域水循環健全化第

2期行動計画」及び「第 7期印

旛沼に係る湖沼水質保全計

画」の概要 

鈴木 宏昌（千葉県県土整

備部河川環境課） 

長谷川 理（千葉県環境生

活部水質保全課） 

２ 

９月 ２日（土） 

１３：３０～ 

１６：００ 

印旛沼の歴史（その１） 

－利根川東遷事業、江戸期の

掘割工事から明治・昭和期の

利根川改修工事－ 

本橋 敬之助（公益財団法

人印旛沼環境基金・上席研

究員） 

３ 

１０月７日（土） 

１３：３０～ 

１６：００ 

いんば沼の歴史(その 2) 

－大正期の安食水門建設～昭

和期の印旛沼開発(干拓)事業

－ 

本橋 敬之助（公益財団法

人印旛沼環境基金・上席研

究員） 

４ 

１１月４日(土) 

１３：３０～ 

１６：００ 

いんば沼の水環境の変遷と水

利用 

本橋 敬之助（公益財団法

人印旛沼環境基金・上席研

究員） 

５ 

１２月２日（土） 

１３：３０～ 

１６：００ 

いんば沼の生きものたち変遷 

本橋 敬之助（公益財団法

人印旛沼環境基金・上席研

究員） 

 

④講座を終えて 公益財団法人印旛沼環境基金が主催し、佐倉市環境政策課と中央公民館

が共催する事業であり、平成１７年度から継続して開催している。佐倉市民カレッジふ

るさと歴史コースの前年度卒業生が受付、資料配布、案内等のボランティアとして協力

している。印旛沼について、興味と知識を持った参加者が多く集まり、活発な質疑応答

が行われるなど、印旛沼の環境改善に対する意識向上に資する事業であったと考える。 
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佐倉学講座 「古今佐倉真佐子を歩く」 

①開設趣旨 江戸時代中期、佐倉の領主であった稲葉氏の家臣渡辺善右衛門が記し     

た「古今佐倉真佐子」には、当時の佐倉城とその城下町の様子が描かれている。これ

までは佐倉の歴史といえば幕末・明治期が注目されてきたが、「古今佐倉真佐子」に

記述された場所を散策し、作者が歩いた佐倉城とその城下町を参加者も実際に歩き、

体感する。佐倉・城下町４００年記念事業として、１６１１年に始まったと記録され

ている佐倉城築城関係の歴史を学ぶことによって、都市としての佐倉市の起源を知り、

「歴史のまち佐倉」への愛着を深める。 

②募集対象 成人 ２０人 

③プログラム                                                                             

回 月 日（曜日） 学 習 内 容 講 師 

１ 

３月２４日（土） 

９：００～ 

１２：００ 

散策経路：広小路→三の門→二の門→

一の門→本丸→台所門→二の丸→椎

木門→椎木曲輪→愛宕神社跡→田町

門→ゴケ曲輪→杉坂・七曲がり坂下→

姥ヶ池（ため池）→体育館前（解散） 

特定非営利活動法

人まちづくり支援

ネットワーク佐倉 

 

④講座を終えて 平成２５年度から実施している事業で、今年度で５回目となる。 

江戸時代中期、佐倉の領主であった稲葉氏の家臣渡辺善右衛門が記した「古今佐倉

真佐子」には、当時の佐倉城とその城下町の様子が描かれている。普段何気なく歩い

ている佐倉城址公園を、絵図を見ながら、「古今佐倉真佐子」に記されている当時の

様子がまざまざと目に浮かぶような解説を聞きながら散策することで、「歴史のまち

佐倉」の理解、関心が深まるような、意義深い講座であったと思う。「他の地区の見

学会も行いたい」、「また歩きたい」、「講師の説明はとてもよかった」、「お話が

とても楽しかった」等のアンケート結果が得られた。  
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４．高齢者教育事業                      

四年制高齢者大学校「佐倉市民カレッジ」 
 

１．開設までの経緯 

中央公民館では、年々増加する高齢者が、社会の変化とともに歩み、自己の能力を伸ば 

し社会活動へ参加し充実した生き方ができるよう、昭和５３年５月に｢佐倉市高齢者短期大

学校｣(以下短大)を開設した。短大が数年経過すると学生の学習意欲が高まり、卒業した学

生からさらに学びたいという希望が生まれ、短大６期生より自主的に２年間の学習を行う

「生きがい学園」が誕生した。また、短大生たちの中で４年間続けて学ぶことの意義が認

識され、短大の学習内容のひとつである「市長への提言」にて「高齢者のための四年制の

大学校の設置」という提言がなされた。そして、公民館運営審議会委員、福祉関係有識者、

短大卒業生を含めた「高齢者の望ましい姿を考える会」が発足し、四年制大学校の設置の

概要と方向性として、地域活動の実践、郷土佐倉を愛する心の育成、４０歳以上への学習

機会の提供などが示された。 

このような経緯を踏まえて、公民館棟に接続して四年制大学校の専用校舎を建設し、「佐

倉市民カレッジ」という名称のもと平成４年５月に開設した。初年度は４０歳以上６０歳

未満の２０人を含む第１学年１００人、短大の卒業生が編入した第３学年９６人の２つの

学年によりスタートした。そして、平成５年度より新１年生と短大の編入生である新３年

生を含めた４学年が揃い、本格的な四年制大学校としての歩みを始めた。 

 

２．開設の趣旨 

佐倉市民カレッジは、高齢化社会（現在は超高齢社会）の中で、市民が健康で生きがい

をもち、地域との連携をもちながら住みよいまちづくりを考え、実践をとおして生涯学習

のできる場となるよう開設されている。 

また、佐倉市民カレッジ（以下、市民カレッジという。）では高齢者のみならず、高齢準

備期である４０歳代からの人にも学習の機会を提供し、高齢者と互いに学び、支え合うこ

とを大切なねらいとしている。 

 

３．入学対象・定員 

 

 (１）入学対象者 
    ①佐倉市に在住する４０歳以上で、４年間継続して通学できる人 
    ②積極的に自主学習ができる人 
    ③卒業後は地域活動に積極的に参加できる人 

 
 （２）定員：１００人（年齢別募集・定員を超えた場合は抽選） 
    ※各学年の年齢構成は以下のとおり 
      ６０歳以上…………………………………………………………８０人 

      ６０歳以上で過去５年間に入学抽選に２回落選している方…１０人 
      ４０歳から５９歳まで……………………………………………１０人 
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なお、平成２９年度の応募・入学状況は以下のとおりである。 

募集学年 募集定員 応募数 入学者数 

第１学年 

６０歳以上 ８０人 ９３人 ９３人 

６０歳以上で過去５年間に

入学抽選に２回落選してい

る方 

１０人 ０人 ０人 

 ４０歳から５９歳まで １０人 ０人 ０人 

計 １００人 計 ９３人 計 ９３人 
 
 
 ※平成２９年度の学生数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 年 クラス 

コース 

入学・進級者 修了・卒業者 

人 数 小 計 人 数 小 計 

第１学年 
１ 組 ４７ 

９３ 
４７ 

９３ 
２ 組 ４６ ４６ 

第２学年 
１ 組 ４７ 

９６ 
４７ 

９５ 
２ 組 ４９ ４８ 

第３学年 

福 祉 ２０ 

９３ 

２０ 

９２ 
歴 史 ２７ ２６ 

情 報 ２０ ２０ 

元 気 ２６ ２６ 

第４学年 

福 祉 ２０ 

８９ 

２０ 

８８ 
歴 史 ２５ ２５ 

情 報 １５ １５ 

元 気 ２９ ２８ 

計   ３７１  ３６８ 
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４．佐倉市民カレッジの学習内容 

（１）「であい課程」の学習 
 市民カレッジの学習期間は４年間であるが、その前半の２年間は「であい課程」であ

る。主に一般教養として、佐倉の歴史、文化、健康、家庭、生きがい、法律、環境、市

政、福祉、経済、等の広い分野を学び、共に学ぶ仲間をつくる。また、「であい課程」

では、今までの生活になかった自分とであい、仲間とであい、地域とであう中で、新た

な生きがいを見つけることを学習のねらいとしている。 
 「であい課程」２年間の学習日数は７０日程度で、約１３２単位に及ぶ。その学習形

態は講義形式のほか、話し合い、身近な公共施設などについて学ぶ市内めぐり、いくつ

かのグループに分かれ、テーマを設定してその内容について討議し、代表者が発表する

グループ発表、また個人発表、健康運動などの実習などと様々である。このほか、学生

が自ら考え、自己責任において行う地域活動の自己申告取得単位制度を設けている。 
 「であい課程」１年では、「私の生きがい」をどのようなものに求めているか、何が

生きがいになっているのか等自分の生きがいについて考え、お互いに発表し合って相互

理解を深め、文集「私の生きがい」にまとめる課題がある。 

２年の「市政を学ぶ」の学習テーマでは、実際に市政に携わっている市役所の職員等

を講師として招き、市民公益活動の推進、基本計画と財政、環境と環境保全、福祉と健

康、教育施策「佐倉学」等について学習する。それをもとに、個々に自分の考えるまち

づくり構想をもち、各グループに分かれて実践活動を行い、その成果を「まちづくり実

践報告会」で発表した。一連の学習の過程で、個々に市政についての理解を深めるのが

大きなねらいである。 

なお、具体的には、千葉大学大学院准教授による「住民参加のまちづくり」では、付

せんを利用して意見集約する手法の体験、千葉地方検察庁事務官による「裁判員制度に

ついて」では模擬裁判、佐倉市八街市酒々井町消防組合による「佐倉市の震災対策」で

は避難訓練等参加型の講義も実施している。 

 
（２）「専攻課程」の学習 

３年生からの「専攻課程」では、講義と実践をとおして、卒業後も地域で生き生きと

活動ができるようになることを目標として設置している。 

また、他コース、他学年の講義を聴く聴講制度、さらに地域活動をすることで単位を

取得する自己申告取得単位制度を設け、学生が自主的に学習できる体制を整えている。 

「専攻課程」には４つのコースを設けている。学習日数は２年間で４０日程度、約８０

単位に及ぶ。コースの名称は「あったか福祉コース」「ふるさと歴史コース」「さわや

か情報コース」「ゆっくり元気コース」である。 

 

①「あったか福祉コース」 

社会福祉一般の理論の学習や実習を通して、福祉活動を考え実践できることを主眼と

している。３年生では一歩専門的な理論・技術を習得し、現場への実践を交えながら制

度への理解を深め、介護を生活に身近な面からとらえ総合的視点で学習する。 

４年生では３年時の学習に加え「他を認める」「話を聞く」「話をする」という、人

と人の交流の基本を学び経験することは、人が生活し地域社会を構成していく中で必要

な「コミュニティ」形成の原点を考え学んでいくことにつながり、市民カレッジ学習の

基本である「地域づくり」を根本から学んでいくことにつながると考え、「傾聴」をテ

ーマとした学習にも取り組んでいる。 

 

②「ふるさと歴史コース」 

郷土佐倉の歴史、先覚者、歴史的町並みについて学び、郷土佐倉を愛する心を育んで

いく。その内容は講義形式の授業を受けるだけではなく、自主的にテーマを設定して研
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究レポートを作成し、発表する主体的な学習を行っており、さらに、今後の地域活動に

つながるよう、他コースに佐倉の史跡を案内して教えるという「学び合い学習」を行っ

ている。  

現在、卒業生による「歴史ボランティア」グループが結成されており、歴史コースで

の史跡散策案内や学習補助をボランティアで行っている。  

 

③「さわやか情報コース」 

デジタルディバイスと言われる情報格差を埋めると同時に、デジタル技術を使用した

情報発信を学ぶことで地域の情報の共有化を進めることを目的として、様々な学習を行

っている。 

佐倉市の情報施策や、情報化社会一般の現状についての講義を聴くほか、情報を伝達

する機器を利用して、自主的に地域活動ができるようになるために、３年生では基礎か

らのパソコン実習、「市民カレッジ情報紙」の作成。４年生ではパソコンの学習成果を

活かしたイベントの企画・実施や、撮影実習を行っている。また、地域活動における名

簿作り。会計資料作成に役立つように、表計算ソフトの講義も行っている。また学習日

以外の、パソコン自主学習も盛んである。 

そのほか、佐倉市の情報ネットワークの拠点である広域高速ネット２９６スタジオを

見学し、高度情報化しつつある地域の現状についての理解を深める学習も行う。 

平成２４年度から卒業生のボランティアによってウイルスチェック等のパソコンメン

テナンスが行われている。 

 

④「ゆっくり元気コース」 

自分の健康管理を自分で行うために必要な知識の習得を講義・実習をとおして行う。 

３年生では「歩くこと」を健康づくりの基本と考え、ウォークラリーのコースをカレッ

ジ生が自主的に作成する。作成されたコースが市民カレッジや地域の行事に活用される

ことにより市民カレッジ生の地域参画が期待される。そのほか、生活習慣病（成人病）

に対する理解と予防、地域ぐるみの健康づくりなどについて学ぶ。さらに、リズム体操

や太極拳、ヨガなどの実習をとおして、自分に合った健康づくりを発見する。 

４年生では、実践活動と今までの主体的な学習の過程や成果を通じて健康の維持と地

域活動への導入を図る。また、各種スポーツイベントに参加し、多様な健康づくり、レ

クリエーション等への理解を深めるとともに事業の企画運営を考察する。そのほか、健

康づくりに関する今後の自分たちの活動について話し合う学習も行っている。 

「専攻課程」の学習のまとめとして、それぞれのコースで学習したことを他に伝え・

教えることで｢学び｣を一層深めていく時間として「学び合い学習」を行った。 

また「学んだことを活かす」というテーマでそれぞれのコース内で個人発表や話し合

いを行い、そして、各コースの代表者による意見発表が行われた。 

カレッジでの学習成果や、現在自分が行っている地域活動を紹介する中で、今後の自

分の高齢者としての生き方について、長年蓄積した豊かな知識と経験から意見を発表す

る。それをいかに実践していくかが、市民カレッジを卒業してからの課題となる。 

 

５．佐倉市民カレッジの学習の特色 

市民カレッジでは、学習の質を高め、より専門的な学習を行っていくために、他の機

関・施設の協力を得て学習を展開している。国立歴史民俗博物館、農林水産省、千葉地

方検察庁、千葉県警察、千葉県立中央博物館、佐倉市八街市酒々井町消防組合、広域高

速ネット２９６、順天堂大学、女子美術大学、東京情報大学、福祉施設などから講師派

遣・実習・見学の協力をいただいている。 

また、これらを含めた平成２９年度の主な校外学習は、以下のとおりである。 
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①１年 市内めぐり 
６月９日、６月１６日にクラス別にそれぞれ実施した。佐倉市・酒々井リサイクル文

化センター・和田ふるさと館歴史民俗資料室など市内外の様々な施設を見学してまわっ

た。また、昼食時には川村記念美術館庭園の散策等を行った。リサイクル文化センター

ではごみの処理について講義を受け、カレッジ生からも活発な質問が多くあった。和田

ふるさと館では「はたおり保存会」が開催される「はたおり体験」を行った。体験によ

り貴重な活動内容について見識を深めたと言える。佐倉市について理解を深めることが

でき、特にこれまで知る機会のなかった地域について理解を深めることができたとの感

想がカレッジ生より多く寄せられた。 

 

②専攻課程各コースの校外学習 

３学年 

 ５月２４日 歴史 大佐倉歴史散策 
 ６月 ７日 元気 ウォークラリー 
 ６月 ７日 福祉 佐倉ホワイエ見学・体験 
 ６月２８日 情報 東京情報大学見学と講義 
 ６月２８日 歴史 臼井の歴史散策 
 ９月２７日 歴史 佐倉地区(城址公園)の歴史散策 
１０月 ４日 元気 ウォークラリーコースを作ろう 

 ９月２７日 福祉 国際福祉機器展見学（東京ビッグサイト） 
１０月１１日 情報 広域高速ネット２９６スタジオ見学 
１０月 ６日 歴史 成田山の歴史を学ぶ（散策） 

１１月２２日 歴史 志津の歴史散策 

４学年 

５月２３日 歴史 新町の歴史散策 

７月１５日 歴史 佐原のまちづくりを学ぶ（散策） 

９月１２日 情報 情報発信の現場を見てみよう（読売新聞東京本

社/印刷博物館） 
９月１９日 ４ｺｰｽ合同 草笛の丘で自然観察と陶芸 

 １２月 ５日 福祉 佐倉ホワイエでの体験学習 
 １２月 ５日 歴史 国立歴史民俗博物館見学・講義 

 

６．平成２９年度の主な行事 

（１）始業式・入学式 
 ５月１３日（土）、始業式に引き続入学式が行われ、９１人の新入生が晴れの日を迎

えた。 
  市民カレッジ総長の蕨和雄市長から「佐倉市民カレッジの建学の精神である『為すこ

とによって学び、学ぶことによりお互いを高めあい、他（た）に尽くす』を常に心掛け、

知識と人格が共に備わったカレッジ生として、ご卒業を迎えられた後は、将来にわたり

住み続けたいまち『ふるさと佐倉』の創生のため、地域活動のリーダーとしてご活躍い

ただきますことを心より切に願っております。」との祝辞をいただいた。続いて、在校

生を代表して歓迎の言葉があり、これを受けて新入生９３人を代表して「入学の言葉」

があった。 
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（２）佐倉市民カレッジスポーツフェスティバル 
 市民体育館を会場に９月２９日（金）に、クラスや学年を超えた新たな仲間づくりと

健康づくりを目標としてカレッジ生全員により盛大に実施された。 
 種目は、ユニカール、スプーンレース、綱引き、ダンス、風船割り、玉入れ等があり、

実行委員会を中心とした手作り運動会となった。 
 

（３）文化祭 
 １１月１５日（水）から１１月１７日（金）にわたりグループ活動や展示活動が行わ

れた。カレッジ生による実行委員会を中心に中央公民館大ホール・カレッジ棟を主な会

場として実施された。昨年度に続き、卒業生からもグループ活動発表（パネル展示・研

究発表等）への参加があり、多くの方々が交流と親睦を深めることができた。出品作品

は、絵画・書道・手工芸・洋裁・和裁・盆栽と多岐の分野にわたり、それぞれに万感の

思いが込められた力作揃いであった。 

  また、実習・見学でご協力いただいている福祉施設入居者の方々にも出品を依頼し、

見学と喫茶コーナーにお越しいただいた。地域の方々の満足度を高められるようなカレ

ッジ生による文化祭は今後も意義が大きいと思われる。 
 最終日の１１月１８日（土）舞台発表の部では、クラス・コース毎に練習の成果を発

表し、楽しく有意義な一時が持たれた。 
 

（４）「まちづくり実践報告会」（２年） 
 ２学年は、私たちの考えるまちづくりについて、行動の為の具体策を話し合い「まち

づくり実践報告会」を実施した。この学習は、カレッジ生個々の市政に対する学習の取

り組みを重視する形を取り、市政の学習を基に自分ならこのようなビジョンを持つと

個々に考えをまとめ、その後に課題意識を同じくする仲間でグループ（課題部門別）を

形成し、各グループ別に調査研究、討議を重ねた内容を実践し、それらの実践活動を、

平成３０年１月１８日（木）に総長を迎えて、１・２年合同の学習形態で、代表者によ

る発表を行った。 

 発表したグループは、「佐ちゃん・倉くん応援隊２５」「寺子屋吉田書店」「佐倉ま

っぷ作ろう会」「彫刻保険隊２５」「わいわい応援隊」「カレッジグラウンドゴルフ２

５」「さくら竹垣物語２５」「佐倉の魅力発見２５」の８グループであった。 

 

（５）修了式・卒業式 

平成３０年２月１０（土）に修了式、続いて卒業式を行った。 

 皆勤者１３人を含む佐倉市民カレッジ第２３期生８８人が、今後の活躍を胸に秘めな

がら卒業証書を手にした。 
蕨総長は「市民カレッジの建学の精神には、「為すことによって学び、学ぶことによりお

互いを高めあい、他に尽くす」とございます。これまでの経験を基礎に幅広い分野の学習

と地域活動を積み上げてこられました卒業生の皆様には、佐倉市のまちづくりの主役とし

ての役割が期待されております。」との言葉を述べた。 
 

７．佐倉市民カレッジ生の課外活動 

 カレッジ生は自主的に団体を結成し、学習日以外にも積極的に活動している。日頃の

学習とは異なり、趣味を深める活動、ボランティア活動及び地域活動など多岐にわたる。

卒業生と現役カレッジ生が一緒に活動している団体もあり、その多くは、任意団体であ

るが、中には特定非営利活動法人もある。 
 中央公民館では、カレッジ園芸が、異学年や卒業生と交流を深めつつ、公民館周辺の

花壇の管理、環境美化をボランティア活動として行っている。四季折々の花が来館者の

目を楽しませている。 



番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

1
5.13
（土）

カレッジ合同
式典

入学式
（入学式後写真撮影）

総長
館長

カレッジ合同
芸術鑑賞会

オープニング
コンサート

千葉県警察音楽隊

2
5.19
（金）

オリエンテー
ション

館長
社会教育指導員

3
5.26
（金）

地域を知る
（１）

各地区の成り立ち
佐倉の歴史概要

文化課
地域活動
(１）

環境美化活動にみるボラ
ンティアの楽しさ

カレッジ
卒業生・社会教育指

導員

4
6.2

（金）
健康づくり

（1）

社会教育指導員
カレッジ元気
コース4年生

地域を知る
（１）

生涯学習の
楽しさ（１）

２組
ホームルーム

スポーツフェスティバル・文
化祭に向けて等

中央公民館主幹補
石井肇

社会教育指導員
地域活動（２）

２組　地域活動の実践者
に学ぶ（現地視察）

社会教育指導員

地域を知る
（１）

生涯学習の
楽しさ（１）

１組
ホームルーム

スポーツフェスティバル・文
化祭に向けて等

中央公民館主幹補
石井肇

社会教育指導員
地域活動（２）

１組　地域活動の実践者
に学ぶ（現地視察）

社会教育指導員

7
6.23
（金）

自然と環境
（１）

水環境と人間生活
印旛沼環境基金

上席研究員
本橋敬之助

生涯学習の
楽しさ（２）

文化祭に向けて等
話し合い

社会教育指導員

8
6.30
（金）

芸術と文化
（１）

   収蔵作品展２
佐倉市立美術館

学芸員
芸術と文化
（２）

房総ゆかりの作家
―波の伊八と葛飾北斎―

筑波大学
名誉教授
齊藤泰嘉

9
7.7

（金）

地域活動（３）
わたしの生きが

い（１）

10
7.14
（金）

健康づくり
（２）

食品衛生について
ー食中毒とアレルギー

印旛健康福祉ｾﾝﾀｰ
上席専門員 黒田順子

技師　中原亜弥

高齢者を取り巻
く犯罪と交通の

知識
振込め詐欺と交通安全

千葉県警察
佐倉警察署

11
7.21
（金）

市政を学ぶ
（１）

佐倉市の基本計画と
財政について

企画政策課
財政課

社会福祉
（１）

佐倉市の地域福祉
佐倉市社会福祉

協議会

12
9.1

（金）
私の生きがい

（２）
社会教育指導員

13
9.8

（金）
地域を知る

（３）
佐倉市の農業

JA千葉みらい
組織指導課

課長　根本晴彦

文学
（１）

郷土の歌人
―香取秀真の
短歌に親しむ―

斉藤茂吉記念館長
秋葉四郎

14
9.15
（金）

健康づくり
（２）

楽しみながらできる
健康づくり

―理論とカレッジ体操―

順天堂大学名誉教授
武井正子

健康づくり
（３）

リズムダンス
社会教育指導員/
元気コース卒業生

15
9.29
（金）

生涯学習の
楽しさ（３）

社会教育指導員
公民館職員

16
10.6
（金）

世代間交流
（１）

世代間交流に向けて
概要説明・DVD視聴等

社会教育指導員
生涯学習の
楽しさ（４）

文化祭に向けて 社会教育指導員

１組　午前：私の生きがい（1）　　　　　　　　  午後：市民協働　自治人権推進課
２組　午前：市民協働　自治人権推進課　　　　　 午後：私の生きがい（1）

私の生きがい発表

【市民カレッジ スポーツフェスティバル】
会場　佐倉市民体育館

5
6.9

（金）

１組　【バス見学】京成佐倉駅北口　午前9時00集合　午前9時10出発　午後3時半京成佐倉駅北口解散

※雨天決行 見学地：酒々井リサイクル文化センター 和田ふるさと館　DIC川村記念美術館庭園
　　　　　　　　※バス見学　元社会教育指導員　内田儀久

6
6.16
（金）

２組　【バス見学】京成佐倉駅北口　午前9時00分集合　午前９時10出発　午後3時半京成佐倉駅北口解散

※雨天決行 見学地：酒々井リサイクル文化センター 和田ふるさと館　DIC川村記念美術館庭園
　　　　　　　　※バス見学　元社会教育指導員　内田儀久

ウォークラリー　－坂道・小径をたどり城下町佐倉を歩く－
※雨天の場合は座学

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第１学年学習予定表（１）

学習時間 午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時

学ぶことの意義　－公民館で学ぶこと・市民カレッジの概要－
自己紹介・役員選出等
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番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

17
10.13
（金）

自然と環境
（２）

北総地域の環境から生ま
れた野菜行商

千葉県教育庁文化財課

主任上席文化財主事

小林裕美

文学
（２）

『臼井八景』を語る
東京情報大学名誉教授

松田　喜好

18
10.20
（金）

自然と環境
（３）

里山の生態
東京情報大学

教授　原　慶太郎
市政を学ぶ
（２）

佐倉市の環境保全施策
佐倉市のごみの減量・再

資源化について

生活環境課
廃棄物対策課

19
10.27
（金）

生涯学習の楽し
さ（５）

社会教育指導員

20
11.10
(金)

健康づくり
（４）

リズム体操
㈶日本体操協会
一般体操指導員

麻野和子

地域活動
（５）

佐原まちぐるみ博物館に学ぶ 佐原おかみさん会

21
カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（６）

社会教育指導員
公民館職員

22
11.18
（土）

カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（７）

社会教育指導員
公民館職員

23
11.24
（金）

世代間交流
（２）

絆を引き継ぐ
世代間交流

東京都健康長寿医療
センター研究所
非常勤研究員
高橋知也

地域を知る
（４）

印旛沼と人々の生活
－江戸時代の干拓事業－

元成田高校教諭
鏑木行廣

24
12.1
（金）

世代間交流
（３）

小学生との交流に
向けて

－話し合い－
社会教育指導員

世代間交流
（４）

小学生との交流に
向けて

－活動準備－
社会教育指導員

25
12.8
（金）

世代間交流
（５）

小学生との交流
－市内小学校で体験－

社会教育指導員
世代間交流
（６）

小学生との交流
－振り返り－

社会教育指導員

26
12.15
（金）

＊
１・２年合同
公開講演会

今年の国際情勢
敬愛大学 教授

水口　章

27
1.12
（金）

自然と環境
（４）

水の都・佐倉
－佐倉の豊かな湧水－

元千葉敬愛短期大学学長

堀田和弘
社会福祉
（２）

海外の福祉から見る
日本の福祉

立教大学
前講師
久良木香

28
1.18
（木）

＊
１・２年合同
地域活動
（６）

２年生のまちづくり
実践報告を聞く

佐倉市長
蕨　和雄

29
1.19
（金）

地域活動（７）
市民カレッジ

３年生

30
1.26
（金）

文学
（３）

中国思想とことわざ
東金商業高校教諭

山本郁夫
自然と環境
（５）

千葉県の地質環境
茨城大学名誉教授

楡井　久

31
2.2
(金)

社会福祉
（３）

高齢社会をどう生きるか
－少子高齢社会の
日本の課題－

聖徳大学准教授
川口一美

ホームルーム ２年生に向けて 社会教育指導員

32
2.10
（土）

カレッジ合同
式典

修了式
卒業式

総長
館長

＊

カレッジ文化祭に向けて
研究・活動発表、作品展示の事前確認・舞台発表の練習

【市民カレッジ文化祭・研究・活動発表、作品展示など】
　　11.15（水)～11.17（金）

　会場　佐倉市立中央公民館　大ホール、学習室３他

【市民カレッジ文化祭・舞台発表】
　会場　佐倉市立中央公民館　大ホール

３年生のまちづくりに学ぶ

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第１学年学習予定表（２）

学習時間 午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時
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番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

1
5.13
（土）

カレッジ合同
式典

始業式
入学式

総長
館長

カレッジ合同
芸術鑑賞会

オープニングコンサート 千葉県警察音楽隊

2
5.18
(木)

ホームルーム
 役員選出
 写真撮影

社会教育指導員
まちづくり
（１）

私たちのまちづくり 社会教育指導員

3
5.25
(木)

まちづくり
（２）

私たちのまちづくり 社会教育指導員
まちづくり(3)
地域活動(1)

カレッジ卒業生
まちづくり活動
実践者の発表

印旛沼ネットワーカーの
会、子都手留会、花と緑
の街づくり22、加賀清水
22期会

4
6.1

（木）
市政を学ぶ

（１）
佐倉市の震災対策と

避難訓練

危機管理室、
佐倉市八街市

酒々井町消防組合

地域活動
（２）

住民参加のまちづくり
千葉大学大学院
准教授　森永良丙

5
6.8

（木）
共生社会
（１）

人権について
千葉県人権センター

常務理事 鎌田行平
地域活動
（３）

社会生活と
ボランティア活動

神奈川大学
准教授　齊藤ゆか

6
6.15
（木）

まちづくり
（４）

私たちのまちづくり 社会教育指導員
まちづくり
（５）

私たちのまちづくり 社会教育指導員

7
6.22
（木）

市政を学ぶ
（２）

佐倉市の児童・青少年
への取り組みについて

児童青少年課
佐倉の歴史
（１）

旧石器時代・縄文時代
-印旛沼周辺の人々-

印旛郡市
文化財センター
調査課　小倉和重

8
6.29
（木）

市政を学ぶ
（３）

地域まちづくり協議会につ
いて/
ﾌｧｼﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの取り組み
について

自治人権推進課/
資産管理経営室

市政を学ぶ
（４）

佐倉市の文化・
文化財行政

文化課

9
7.6

（木）
健康づくり

（１）
シニア世代の運動療法

順天堂大学
ｽﾎﾟｰﾂ健康科学部
助教　門屋悠香

病理と予防
（１）

シニア世代の心理
放送大学

客員准教授
星　　薫

10
7.13
（木）

佐倉の歴史
（２）

佐倉城とその城主 文化課
まちづくり
（６）

私たちのまちづくり 社会教育指導員

11
7.20
（木）

市政を学ぶ
(５)

佐倉市の健康管理の
取り組みについて

健康増進課
市政を学ぶ
（６）

佐倉市の景観計画について
　　　　　　/
佐倉市の公園緑地について

都市計画課/
公園緑地課

12
9.7

（木）
福祉 地域福祉とは

元佐倉市福祉部長
川根紀夫

ホームルーム
スポーツフェスティバル

に向けて
社会教育指導員

13
9.14
（木）

家庭と法律
（１）

裁判員制度について 千葉地方検察庁
地域活動
（４）

佐倉の住みよさと
住まいの終活

千葉大学名誉教授
服部岑生

14
9.21
（木）

文学
（１）

房総と万葉集
万葉研究家
岡本　好

市政を学ぶ
（７）

佐倉市の観光と
佐倉・城下町４００年

記念事業
産業振興課

15
9.29
（金）

カレッジ合同
生涯学習の

楽しさ（１）

社会教育指導員
公民館職員

16
10.5
（木）

自然と環境
（１）

河川湖沼の水辺環境と
水質浄化の考え方

千葉工業大学
名誉教授　瀧和夫

病理と予防(2) メンタルヘルスについて 健康増進課

17
10.12
（木）

まちづくり
（７）

私たちのまちづくり 社会教育指導員 ホームルーム 文化祭に向けて 社会教育指導員

18
10.19
（木）

文学
（２）

房総と文学
佐倉の文学風土

元江戸川大学教授
文芸評論家
鳥海宗一郎

まちづくり
（８）

私たちのまちづくり 社会教育指導員

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第２学年学習予定表（１）

学習時間 午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時

【市民カレッジ スポーツフェスティバル】
会場　佐倉市民体育館

中央-28



番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

19
10.26
（木）

自然と環境
（２）

印旛沼周辺の野鳥
日本野鳥の会
浅野俊雄

佐倉の歴史
（３）

佐倉藩主　堀田正睦
元成田高校教諭

鏑木行廣

20
11.2
（木）

家庭と法律
（２）

身近な法律知識
訴訟と人権

弁護士
田村哲雄

民俗 今に生きる講と信仰
千葉県教育庁文化財課

主任上席文化財主事

小林裕美

21
11.9
（木）

佐倉の教育 佐倉学について
佐倉市史編さん委員

内田儀久
社会教育課

健康づくり
（２）

ヨガでリフレッシュ
〔実技〕

健康運動指導士
荒谷美枝子

22
カレッジ合同
生涯学習の

楽しさ（２）

社会教育指導員
公民館職員

23
11.18
（土）

カレッジ合同
生涯学習の

楽しさ（３）

社会教育指導員
公民館職員

24
11.30
（木）

佐倉の歴史
（４）

佐倉の明治維新
元千葉県文書館

川本愉彦
まちづくり
（９）

私たちのまちづくり 社会教育指導員

25
12.7
（木）

専攻課程の
学習

専攻課程の学習に
向けて

４年生コース代表説明
社会教育指導員

自然と環境
（３）

身近な自然環境に関する
最近の話題

千葉県立中央博物館

 倉西良一

26
12.14
（木）

まちづくり
（１０）

私たちのまちづくり 社会教育指導員
佐倉の歴史
（５）

紀行文・物語に見る
地域文化

元成田高校教諭
 鏑木行廣

27
12.15
(金)

情報社会
（１）

情報とリスク
東京情報大学
名誉教授
成瀬敏郎

１・２年合同公
開講演会

今年の国際情勢
敬愛大学

教授 水口章

28
1.11
（木）

市政を学ぶ
（８）

高齢者福祉の取り組みと
認知症

高齢者福祉課
まちづくり
（１１）

私たちのまちづくり
実践報告に向けて①

社会教育指導員

29
1.18
（木）

まちづくり
（１２）

私たちのまちづくり
実践報告に向けて②

社会教育指導員
まちづくり
（１３）

(1･2年合同)

私たちのまちづくり
実践報告

佐倉市長
蕨　和雄

30
1.25
（木）

佐倉の歴史
（６）

佐倉の鉄道発達史
鉄道史研究家
白土貞夫

共生社会
（２）

メディアにおける
女男平等参画について

東海大学
教授　谷岡理香

31
2.1

（木）
佐倉の歴史

（７）
ポスター･チラシなどか
らみた佐倉市のあゆみ

佐倉市史編さん委員
内田儀久

情報社会
（２）

人工知能
～ｺﾝﾋﾟｭｰﾀにできることできな

いこと～

東京情報大学
准教授

マッキン・
ケネスジェームス

32
2.8

（木）
病理と予防

（３）
シニア世代の

かかりやすい病気
佐倉厚生園病院
院長　遠山正博

ホームルーム ３年生に向けて 社会教育指導員

33
2.10
（土）

カレッジ合同
式典

修了式
卒業式

総長
館長

＊

学習時間 午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時

【市民カレッジ文化祭・研究発表、学習発表、作品展示など】
　　11.15（水)～11.17（金）

　会場　佐倉市立中央公民館　大ホール、学習室３他

【市民カレッジ文化祭・舞台発表】
会場　佐倉市立中央公民館　大ホール

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第２学年学習予定表（２）
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番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

1
5.13
（土）

カレッジ合同
式典

始業式
入学式

総長
館長

カレッジ合同
芸術鑑賞会

オープニング
コンサート

千葉県警察音楽隊

2
5.17
（水）

ホームルーム
役員選出
写真撮影

社会教育指導員 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ コース概要
社会教育指導員

福祉コース卒業生

3
5.31
（水）

福祉サービス
（１）

高齢者に多い疾患の基礎
知識と予防・対処方法

佐倉白翠園
看護師長

杉田眞佐子

健康づくり
（１）

生活習慣病予防
健康運動指導士

加藤未来

4
6.7

（水）
施設見学･体験

（１）

佐倉ホワイエの見学
及び

車椅子の種類・構造、
介助方法について

佐倉ホワイエ
障害福祉
（１）

障害者(児)福祉制度
の概要とサービス内容

ＮＰＯ法人　千葉市
視覚障害者協会

副理事長
高梨憲司

5
6.21
（水）

3年福祉・元気
合同講座

救急法を学ぶ 佐倉消防署
施設見学･体験

(２)
千葉県立千葉盲学校

―体験学習―
千葉県立

千葉盲学校

6
7.5

（水）
生活と健康

（１）
高齢期の栄養と食生活のあり方（調理実習）

料理研究家
六﨑美知代

7
7.19
（水）

生活と健康
（２）

福祉ｻｰﾋﾞｽ提供の
基本視点

社会福祉法人
誠友会　理事長

竹内　淳

子育て支援
（１）

子育て支援の
現状と課題

千葉敬愛短期大学
教授

吉村真理子

8
9.6

（水）
福祉サービス

（２）
介護保険制度の概要と

サービス内容
高齢者福祉課

福祉サービス
（３）

地域包括支援センター
について

臼井・千代田地域包
括支援センター

9
9.20
（水）

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の
実践に向けて

聴く技術
東京ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ
ﾁｰﾌｶｳﾝｾﾗｰ
淵上規后子

介護演習
（１）

介護技術の基礎
（１）

佐倉白翠園
介護次長
三浦恵子

10
9.27
(水)

体験学習
社会教育指導員
公民館職員

11
9.29
（金）

カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（１）

社会教育指導員
公民館職員

12
10.18
（水）

４コース合同
講演会（1）

過去の災害から学ぶ
防災対策

-私たちにできること-

日本防災士会
青木　信夫

話し合い学習
国際福祉機器展を

見学して
社会教育指導員

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第３学年学習予定表

専攻課程　　　あったか福祉コース（１）

学習時間 午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時

国際福祉機器展見学・東京ビッグサイト

【市民カレッジ スポーツフェスティバル】
会場　佐倉市民体育館

中央-30



番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

13
10.25
（水)

施設見学･体験
（３）

特別養護老人
ホーム佐倉白翠園

14
11.1
（水）

介護演習
（２）

介護技術の基礎
（２）

佐倉白翠園
介護次長
三浦恵子

ホームルーム 文化祭に向けて 社会教育指導員

15
カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（２）

社会教育指導員
公民館職員

16
11.18
（土）

カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（３）

社会教育指導員
公民館職員

17
12.13
（水）

障害福祉
（２）

聴覚障害を理解する 障害福祉課
健康づくり
（２）

 コーディネーション
 運動

（株）ﾂｲﾝﾘﾝｸ茂木
ハローウッズ
小瀧　綾

18
1.17
(水)

子育て支援
（３）

地域で子育て、
みんなで子育て

(施設見学・交流、
講座)

佐倉保育園
生活と健康
（３）

噛む喜びと
食べることの意義

歯学博士
鳩貝尚志

19
1.31
（水）

施設見学・体験
（４）

佐倉ホワイエ体験学習
―移乗動作と
歩行介助―

佐倉ホワイエ
生活と健康
（４）

高齢者にやさしい住まい
一級建築士
小杉敬太郎

20
2.7
(水)

４コース合同
総長講話

/ホームルーム

心を写(映)す
－書の技と心－

４年生に向けて

総長

社会教育指導員

４コース合同
講演会（2）

伊能忠敬の人間像
―人生を二度生きる―

伊能忠敬研究会
代表理事
鈴木純子

21
2.10
（土）

カレッジ合同
式典

修了式
卒業式

総長
館長

＊

学習時間

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第３学年学習予定表

専攻課程　　　あったか福祉コース（２）

午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時

特別養護老人ホーム佐倉白翠園の見学
集合　午前９時５０分

【市民カレッジ文化祭・舞台発表】
会場　佐倉市立中央公民館　大ホール

【市民カレッジ文化祭・研究発表、学習発表、作品展示など】
　　11.15（水)～11.17（金）

　会場　佐倉市立中央公民館　大ホール、学習室３他

中央-31



番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

1
5.13
（土）

カレッジ合同
式典

始業式
入学式

総長
館長

カレッジ合同
芸術鑑賞会

オープニング
コンサート

千葉県警察音楽隊

2
5.17
（水）

ホームルーム
役員選出
写真撮影

社会教育指導員 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ コース概要 社会教育指導員

3
5.24
（水）

歴史散策
（１）

ＮＰＯ法人まちづく
り支援ネットワーク
佐倉

4
6.14
（水）

佐倉市の歴史
（１）

国指定史跡
井野長割遺跡について

文化課
佐倉市の歴史

（２）
本佐倉城跡と千葉氏 文化課

5
6.28
（水）

歴史散策
（２）

佐倉ふるさと談話会

細道恭堂
（カレッジ卒業生）

6
7.12
（水）

佐倉市の歴史
（３）

上杉謙信と臼井城合戦
―中世後期の佐倉―

市文化財審議委員
県立佐倉東高校教諭

遠山成一

佐倉市の歴史
（４）

本佐倉城跡と臼井城跡
の発掘成果と

東国の戦国時代

国立歴史民俗博物館
名誉教授
小野正敏

7
7.26
（水）

佐倉市の歴史
（５） 佐倉の歴史的建築物

市文化財審議委員､
国立歴史民俗博物館

名誉教授
濱島正士

佐倉市の歴史
（６）

古今佐倉真佐子に
ついて

文化課

8
9.13
（水）

佐倉市の歴史
（７）

城下町佐倉の
祭礼文化について

祭礼文化研究家
山瀬一男

郷土の先覚者
（１） 津田  仙

-近代農業のさきがけ-

津田仙の曾孫
津田道夫

9
9.27
（水）

歴史散策
（３）

ＮＰＯ法人まちづく
り支援ネットワーク
佐倉

10
9.29
（金）

カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（１）

社会教育指導員
公民館職員

11
10.6
（金）

日本遺産
町並み散策

成田市文化財審議委
員会

委員長　小倉博

12
10.18
（水）

４コース合同
講演会（1）

過去の災害から学ぶ
防災対策

-私たちにできること-

日本防災士会
青木　信夫

郷土の先覚者
（２）

浅井忠と
佐倉ゆかりの芸術家

佐倉市立美術館

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第３学年学習予定表

専攻課程　　　ふるさと歴史コース（１）

学習時間 午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時

佐倉地区(城址公園)の歴史散策
集合　９時３０分　市民体育館　　散策　　午後３時解散予定

大佐倉の歴史散策
集合　９時２５分　京成大佐倉駅改札口外　　散策　　午後３時現地解散予定

臼井の歴史散策
集合　９時２０分　京成臼井駅北口下　　散策　　午後３時現地解散予定

【市民カレッジ スポーツフェスティバル】
会場　佐倉市民体育館

【日本遺産北総四都市江戸紀行】成田山の歴史を学ぶ
集合　午前１０時１０分　ＪＲ成田駅改札口外　　散策　　午後３時現地解散予定

-中央32



番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

13
11.8
（水）

ホームルーム 文化祭に向けて 社会教育指導員
郷土の先覚者

（３）
佐藤泰然と佐倉順天堂 文化課

14
カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（２）

社会教育指導員
公民館職員

15
11.18
（土）

カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（３）

社会教育指導員
公民館職員

16
11.22
（水）

歴史散策
（４）

ＮＰＯ法人
佐倉一里塚

(カレッジ卒業生)

17
12.6
（水）

佐倉市の歴史
（８）

村方文書から分かること
―江戸時代の佐倉―

行政管理課
市史編纂室

佐倉市の歴史
（９）

佐倉牧
市文化財審議委員
京都造形芸術大学
講師　高見澤美紀

18
12.13
（水）

佐倉市の歴史
（１０）

堀田正倫と幕末・
明治の佐倉の人々

文化課
佐倉市の歴史
（１１）

佐倉新町の景観
酒々井町

文化財審議会会長
高橋健一

19
1.24
（水）

佐倉市の歴史
（１２） 佐倉藩士と沼津兵学校

国立歴史民俗博物館
教授

樋口雄彦

歴史コースの
まとめに向けて

私の取り組みたい
研究論文について

市史編さん委員
内田儀久

20
2.7
(水)

４コース合同
総長講話

/ホームルーム

心を写(映)す
－書の技と心

/４年生に向けて

総長

社会教育指導員

４コース合同
講演会（2）

伊能忠敬の人間像
―人生を二度生きる―

伊能忠敬研究会
代表理事
鈴木純子

21
2.10
（土）

カレッジ合同
式典

修了式
卒業式

総長
館長

＊

志津の歴史散策
集合　９時４５分　ユーカリが丘線中学校駅　　散策　　午後３時現地解散予定

【市民カレッジ文化祭・舞台発表】
会場　佐倉市立中央公民館　大ホール

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第３学年学習予定表

専攻課程　　　ふるさと歴史コース（２）

学習時間 午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時

【市民カレッジ文化祭・研究発表、学習発表、作品展示など】
　　11.15（水)～11.17（金）

　会場　佐倉市立中央公民館　大ホール、学習室３他
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番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

1
5.13
（土）

カレッジ合同
式典

始業式
入学式

総長
館長

カレッジ合同
芸術鑑賞会

オープニング
コンサート

千葉県警察音楽隊

2
5.17
（水）

ホームルーム
役員選出
写真撮影

社会教育指導員 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ コース概要 社会教育指導員

3
5.24
（水）

課題学習
（1）

ｶﾚｯｼﾞ情報紙を作ろう
①

編集会議
社会教育指導員

地域情報誌
づくり

情報紙の記事と
レイアウト

千葉日報
編集局次長・論説委員

安原直樹

4
6.14
（水）

情報伝達の技術
（1）

ﾊﾟｿｺﾝに触れてみよう
①

パソコン
インストラクター

情報伝達の技術
（2）

ﾊﾟｿｺﾝに触れてみよう
②

パソコン
インストラクター

5
6.28
（水）

情報化時代の
学習（1）
施設見学

東京情報大学

6
7.12
（水）

情報伝達の技術
(3)

ワードを使おう①
カレッジ卒業生
22期情報コース

情報伝達の技術
（4）

ワードを使おう②
カレッジ卒業生
22期情報コース

7
7.26
（水）

情報伝達の技術
（5）

ワードを使おう③
カレッジ卒業生
22期情報コース

情報伝達の技術
（6）

ワードを使おう④
カレッジ卒業生
22期情報コース

8
9.13
（水）

情報化時代の
学習（2）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ活用術①
パソコン

インストラクター
小坂大輔

情報化時代の
学習（3）

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ活用術②
パソコン

インストラクター
小坂大輔

9
9.27
（水）

課題学習
（2）

ｶﾚｯｼﾞ情報紙を作ろう
②

社会教育指導員
情報化時代の
学習（4）

情報化社会と著作権
(一社)ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｿﾌﾄｳｪｱ

著作権協会　専務理事

久保田　裕

10
9.29
（金）

カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（1）

社会教育指導員
公民館職員

11
10.11
（水）

情報化時代の
学習（5）
施設見学

広域高速ネット
２９６

12
10.18
（水）

４コース合同
講演会（1）

過去の災害から学ぶ
防災対策

-私たちにできること-

日本防災士会
青木　信夫

課題学習
（3）

ｶﾚｯｼﾞ情報紙を作ろう
③

社会教育指導員

【市民カレッジ スポーツフェスティバル】
会場　佐倉市民体育館

広域高速ﾈｯﾄ２９６スタジオ見学
講話「地域の情報発信－ＣＡＴＶの可能性－」

スタジオ見学－情報が発信されるまで－
午前９時４５分現地集合　午後３時現地解散予定

東京情報大学施設見学と講義
午前１０時中央公民館出発

午後３時中央公民館解散予定

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第３学年学習予定表

専攻課程　　　さわやか情報コース（１）

学習時間 午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時
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番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

13
11.8
（水）

ホームルーム 文化祭に向けて 社会教育指導員
課題学習
（4）

ｶﾚｯｼﾞ情報紙を作ろう
④

社会教育指導員

14
カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（２）

社会教育指導員
公民館職員

15
11.18
（土）

カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（３）

社会教育指導員
公民館職員

16
11.21
(火)

情報伝達の技術
（7）

タブレットを
体験してみよう

ＮＴＴドコモ
インストラクター

情報伝達の技術
（8）

ヴィジュアルコミュニ
ケーションとデザイン

女子美術大学
短期大学部

教授　佐藤真澄

17
12.22
(金)

情報化時代の
学習（6）

情報社会を考える
東京情報大学

教授　茨木正治
課題学習
（5）

ｶﾚｯｼﾞ情報紙を作ろう
⑤

社会教育指導員

18
1.10
（水）

情報伝達の技術
（9）

パワーポイント①
カレッジ卒業生
22期情報コース

情報伝達の技術
（10）

パワーポイント②
カレッジ卒業生
22期情報コース

19
1.24
（水）

課題学習
（6）

ｶﾚｯｼﾞ情報紙を作ろう
⑥

社会教育指導員
課題学習
（7）

ｶﾚｯｼﾞ情報紙を作ろう
⑦（印刷）

社会教育指導員

20
2.7
(水)

４コース合同
総長講話

/ホームルーム

心を写(映)す
－書の技と心－

４年生に向けて

総長

社会教育指導員

４コース合同
講演会（2）

伊能忠敬の人間像
―人生を二度生きる―

伊能忠敬研究会
代表理事
鈴木純子

21
2.10
（土）

カレッジ合同
式典

修了式
卒業式

総長
館長

＊

【市民カレッジ文化祭・研究発表、学習発表、作品展示など】
　　11.15（水)～11.17（金）

　会場　佐倉市立中央公民館　大ホール、学習室３他

【市民カレッジ文化祭・舞台発表】
会場　佐倉市立中央公民館　大ホール

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第３学年学習予定表

専攻課程　　　さわやか情報コース（２）

学習時間 午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時
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番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

1
5.13
（土）

カレッジ合同
式典

始業式
入学式

総長
館長

カレッジ合同
芸術鑑賞会

オープニング
コンサート

千葉県警察音楽隊

2
5.17
（水）

ホームルーム
役員選出
写真撮影

社会教育指導員 ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ コース概要 社会教育指導員

3
5.31
（水）

課題学習
（１）

ウォークラリー
コースを作ろう（１）

社会教育指導員
生活と健康
（１）

熱中症予防と水分補給
～暑さに向かって～

ＮＰＯニッポン
ランナーズ
萩谷正紀

4
6.7

（水）
健康づくり

（１）
社会教育指導員
公民館職員

5
6.21
（水）

3年福祉・元気
合同講座

救急法を学ぶ 佐倉消防署
課題学習
（２）

ウォークラリー
コースを作ろう（２）

社会教育指導員

6
7.5

（水）
スポーツと健康 チームワークを考える

順天堂大学
ｽﾎﾟｰﾂ健康科学部
准教授 水野基樹

健康づくり
（３）

みんなで楽しむ
レクリエーション

元社会教育指導員
川口はぎ江

7
7.19
（水）

健康づくり
（４）

太極拳
静かな動きを
体験しよう

佐倉太極拳同好会
嶋田桂子
服部陽子

地域活動
総合型地域

スポーツクラブ

ＮＰＯニッポン
ランナーズ
齊藤太郎

8
9.13
（水）

健康づくり
（５）
3・4年

元気コース合同

一般社団法人
ゾナカルチョ

9
9.20
（水）

健康づくり
（２）

ニュースポーツに
チャレンジ

元気コース卒業生
病理と予防
（１）

生活習慣病と健康

日本ウェルネス
スポーツ大学

教授
鈴木勝彦

10
9.29
（金）

カレッジ合同
生涯学習の

楽しさ（１）

社会教育指導員
公民館職員

11
10.4
（水）

課題学習
（３）

社会教育指導員
公民館職員

12
10.18
（水）

４コース合同
講演会（1）

過去の災害から学ぶ
防災対策

-私たちにできること-

日本防災士会
青木　信夫

病理と予防
（２）

高齢期の健康法
順天堂大学
名誉教授
武井正子

ウォークラリーで健康増進
－初夏の風を受け、森林浴－

予備日：6/14

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第３学年学習予定表

専攻課程　　　ゆっくり元気コース（１）

学習時間 午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時

ウォークラリーコースを作ろう（３）
―自分たちでルート（経路）を歩き、ウォークラリーコースを検証する―

【市民カレッジ スポーツフェスティバル】
会場　佐倉市民体育館

３・４年元気コース合同
イタリア文化とサッカーを学ぶ
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番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

13
10.25
(水)

ホームルーム 文化祭に向けて 社会教育指導員
健康づくり
（６）

健康体操
からだを動かして

リフレッシュしよう

健康運動指導士
加藤未来

14
11.1
（水）

課題学習
（４）

社会教育指導員
公民館職員

15
カレッジ合同
生涯学習の

楽しさ（２）

社会教育指導員
公民館職員

16
11.18
（土）

カレッジ合同
生涯学習の

楽しさ（３）

社会教育指導員
公民館職員

17
12.6
（水）

課題学習
（５）

ウォークラリー
コースを作ろう（５）

社会教育指導員
健康づくり
（７）

ヨーガ
ゆったりと

リフレッシュしよう

インストラクター
岡本美鈴

18
12.19
（火)

健康づくり
（８）
3・4年

元気コース合同

スポーツ健康科学
順天堂大学

ｽﾎﾟｰﾂ健康科学部
准教授 柳谷登志雄

健康づくり
（９）
3・4年

元気コース合同

ニュースポーツ大会 社会教育指導員

19
1.17
(水)

生活と健康
（２）

私が行っている
健康づくり
［個人発表］

社会教育指導員
健康づくり
（１０）

リズム体操
音楽に合わせて
動いてみよう

㈶日本体操協会
一般体操指導員

麻野和子

20
2.7
(水)

４コース合同
総長講話

/ホームルーム

心を写(映)す
－書の技と心－

４年生に向けて

総長

社会教育指導員

４コース合同
講演会（2）

伊能忠敬の人間像
―人生を二度生きる―

伊能忠敬研究会
代表理事
鈴木純子

21
2.10
（土）

カレッジ合同
式典

修了式
卒業式

総長
館長

＊

【市民カレッジ文化祭・舞台発表】
会場　佐倉市立中央公民館　大ホール

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第３学年学習予定表

専攻課程　　　ゆっくり元気コース（２）

学習時間

【市民カレッジ文化祭・研究発表、学習発表、作品展示など】
　　11.15（水)～11.17（金）

　会場　佐倉市立中央公民館　大ホール、学習室３他

ウォークラリーコースを作ろう（４）
―自分たちでルート（経路）を歩き、ウォークラリーコースを検証する―

午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時
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番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

1
5.13
（土）

カレッジ合同
式典

始業式
入学式

総長
館長

カレッジ合同
芸術鑑賞会

オープニング
コンサート

千葉県警察音楽隊

2
5.16
（火）

ホームルーム
役員選出
写真撮影

社会教育指導員
課題学習
（１）

学び合い学習に向けて
①

目的を知ろう
社会教育指導員

3
6.6

（火）
自主企画講座

（１）

学生がテーマを決めて
企画し補習学習する①
（企画の話し合い）

社会教育指導員
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の
実践に向けて

（１）

こころに触れる生かす
カウンセリング

東京ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ
ﾁｰﾌｶｳﾝｾﾗｰ
淵上規后子

4
6.20
（火）

施設見学･体験

木の宮学園の見学及び知
的障害の特性

集合　現地９時３０分

木の宮学園施設長
稲阪　稔

課題学習
（２）

学び合い学習に向けて
②

コースのテーマを
決めよう

社会教育指導員

5
7.4

（火）
４コース合同
生活と文化

文章作成の技術
卒業記念誌作成に

向けて

エッセイスト
高比良直美

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の
実践に向けて

（２）

ボランティア活動への心
構え

佐倉白翠園
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ

所長
朝生明美

6
7.18
（火）

健康づくり
（１）

笑いヨガと自力整体
自力整体ﾅﾋﾞｹﾞｰﾀｰ秋

田美智子
課題学習
（３）

学び合い学習に向けて
③

発表準備をしよう
社会教育指導員

7
7.25
（火）

障害福祉
発達障害を理解する

-子どもから大人までの
発達障害-

さくら教育研究所所
長

元千葉大学大学院教
育学研究科教授
小澤美代子

健康づくり
（２）

色と心の関係
ｺﾐｭﾆﾃｨｶｳﾝｾﾗｰ
北村倫子

8
9.5

（火）

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の
実践に向けて

（３）
傾聴心得

セルフ《自立》
カウンセリング

研究所
濵田はるみ

自主学習
学生がテーマを決めて

自主的に学習する
社会教育指導員

9
9.19
（火）

４コース合同
体験学習

草ぶえの丘
職員

10
9.26
(火)

自主企画講座
（２）

学生がテーマを決めて
企画し補習学習する②

（企画の準備と
役割分担）

社会教育指導員
健康づくり
（３）

キラッとステキ☆
ウォーキング

文部科学大臣認定
ｽﾎﾟｰﾂﾌﾟﾛｸﾞﾗﾏｰ

高瀬　望

11
9.29
（金）

カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（１）

社会教育指導員
公民館職員

12
10.10
（火）

学び合い学習
（１）

情報コースによる
パソコンイベント

社会教育指導員
学び合い学習

（２）
歴史コースによる
佐倉の史跡案内

社会教育指導員

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第４学年学習予定表

専攻課程　　　あったか福祉コース（１）

学習時間 午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時

草ぶえの丘で自然観察と陶芸を楽しむ－卒業記念作品の制作－
集合　午前９時５０分　草ぶえの丘

内容　午前 　草ぶえの丘で自然観察　午後　陶芸　午後３時現地解散

【市民カレッジ スポーツフェスティバル】
会場　佐倉市民体育館
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番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

13
10.24
（火）

学び合い学習
（３）

情報コースを招待して 社会教育指導員
学び合い学習

（ ４ ）
歴史コースを招待して 社会教育指導員

14
11.7
（火）

学び合い学習
（５）

元気コースを招待して 社会教育指導員
学び合い学習

（ ６ ）
元気コースによる

健康づくり
社会教育指導員

15
カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（２）

社会教育指導員
公民館職員

16
11.18
（土）

カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（３）

社会教育指導員
公民館職員

17
12.5
（火）

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の
実践に向けて

（４）
佐倉ホワイエでの傾聴 佐倉ホワイエ

健康づくり
（４）

元気なうちから始める介
護予防

高齢者福祉課
岩本絵己

18
12.19
（火）

自主企画講座
（３）

学生がテーマを決めて
企画し補習学習する③

社会教育指導員
ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動の
実践に向けて

（５）

日本の高齢者、
ちょっと外から見れば

―日本の高齢者と
ボランティア―

立教大学
前講師

久良木　香

19
1.9

（火）
学習のまとめ

　 福祉活動の実践に
　向けて

－発表リハーサル－
社会教育指導員 ホームルーム 卒業に向けて 社会教育指導員

20
1.23
（火）

４コース合同
学ぶことの

意義

学んだことを活かす
－各コース代表発表－

社会教育指導員
４コース合同
総長講話

佐倉の歴史から見た
人づくり

総長

21
2.6

（火）
 ４コース合同

講演会
新たな出発

佐倉市
社会福祉協議会

会長　左奈田雄一

４コース合同
式典予行

卒業式練習 社会教育指導員

22
2.10
（土）

カレッジ合同
式典

卒業式
総長
館長

＊

【市民カレッジ文化祭・舞台発表】
会場　佐倉市立中央公民館　大ホール

【市民カレッジ文化祭・研究発表、学習発表、作品展示など】
　　11.15（水)～11.17（金）

　会場　佐倉市立中央公民館　大ホール、学習室３他

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第４学年学習予定表

専攻課程　　　あったか福祉コース（２）

学習時間 午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時

中央-39



番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

1
5.13
（土）

カレッジ合同
式典

始業式
入学式

総長
館長

カレッジ合同
芸術鑑賞会

オープニング
コンサート

千葉県警察音楽隊

2
5.16
（火）

ホームルーム
役員選出
写真撮影
コース概要

社会教育指導員
課題学習
（１）

学び合い学習に向けて
①

社会教育指導員

3
5.23
（火）

日本遺産
町並み散策

（１）

酒々井町文化財審議
会会長　高橋健一

4
6.13
（火）

自主企画講座
（１）・
自主学習

学生がテーマを決めて
企画し補習学習するため

の話し合い
及び自主学習に向けて

社会教育指導員
佐倉市の歴史

（１）
佐倉道のあらまし

八千代市郷土
歴史研究会
村田一男

5
6.27
（火）

佐倉市の歴史
（２）

佐倉炭
千葉市立郷土博物館
市史編さん担当

土屋雅人

佐倉市の歴史
（３）

海を渡った佐倉人
－幕末・明治の
　異文化体験－

市史編さん委員
内田儀久

6
7.4

（火）
４コース合同
生活と文化

文章作成の技術
卒業記念誌作成に

向けて

エッセイスト
高比良直美

課題学習
（２）

学び合い学習に向けて
②

社会教育指導員

7
7.15
（土）

日本遺産
町並み散策

（２）

ＮＰＯ法人 小野川と
佐原の町並みを考え
る会　副理事長
　　 吉田昌司

8
7.25
（火）

佐倉市の歴史
（４）

堀田家農事試験場につい
て

東洋大学　教授
大豆生田 稔

佐倉市の歴史
（５）

佐倉を通り過ぎた
外国人

-明治の佐倉見聞-

市史編さん委員
内田儀久

9
9.12
（火）

課題学習
（３）

学び合い学習に向けて
③

社会教育指導員
佐倉市の歴史

（６）
佐倉連隊と

戦時下の佐倉

神奈川大学大学院
歴史民俗資料学研究科

特任教授 安田常雄

10
9.19
（火）

４コース合同
体験学習

草ぶえの丘
職員

11
9.29
（金）

カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（１）

社会教育指導員
公民館職員

12
10.10
（火）

学び合い学習
（１）

元気コースを招待して
佐倉の史跡案内

社会教育指導員
学び合い学習

（２）
福祉コースを招待して

佐倉の史跡案内
社会教育指導員

【日本遺産北総四都市江戸紀行】新町の歴史散策
　１０時００分　中央公民館出発　　散策　　午後３時現地解散予定

　　　　　　　【日本遺産北総四都市江戸紀行】「佐原のまちづくりを学ぶ」（散策）
　　　　　　集合　午前９時２５分　ＪＲ成田駅改札口の中
　　　　　　　　　成田駅→佐原駅下車　　散策　　午後３時　現地解散予定

草ぶえの丘で自然観察と陶芸を楽しむ－卒業記念作品の制作－
集合　午前９時５０分　草ぶえの丘

内容　午前 　草ぶえの丘で自然観察　午後　陶芸　午後３時現地解散

【市民カレッジ スポーツフェスティバル】
会場　佐倉市民体育館

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第４学年学習予定表

専攻課程　　　ふるさと歴史コース（１）

学習時間 午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時

中央-40



番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

13
10.24
（火）

学び合い学習
（３）

元気コースによる
健康づくり

社会教育指導員
学び合い学習

（４）
福祉コースによる
家庭介護実習

社会教育指導員

14
11.7
（火）

学び合い学習
（５）

情報コースを招待して
佐倉の史跡案内

社会教育指導員
学び合い学習

（６）
情報コースによる
パソコンイベント

社会教育指導員

15
カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（２）

社会教育指導員
公民館職員

16
11.18
（土）

カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（３）

社会教育指導員
公民館職員

17
11.28
（火）

自主企画講座
（２）

学生がテーマを決めて
企画し補習学習する②

社会教育指導員 自主学習
学生がテーマを決めて
自主的に学習する

社会教育指導員

18
12.5
（火）

地域活動
国立歴史民俗博物館
館長　久留島 浩

19
1.9

（火）
学習のまとめ 研究論文の発表 社会教育指導員 ホームルーム 卒業に向けて 社会教育指導員

20
1.23
（火）

４コース合同
学ぶことの

意義

学んだことを活かす
－各コース代表発表－

社会教育指導員
４コース合同

総長講話
佐倉の歴史から見た

人づくり
総長

21
2.6

（火）
 ４コース合同

講演会
新たな出発

佐倉市
社会福祉協議会

会長　左奈田雄一

４コース合同
式典予行

卒業式練習 社会教育指導員

22
2.10
（土）

カレッジ合同
式典

卒業式
総長
館長

＊

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第４学年学習予定表

午後１時１０分～３時

【市民カレッジ文化祭・研究発表、学習発表、作品展示など】
　　11.15（水)～11.17（金）

　会場　佐倉市立中央公民館　大ホール、学習室３他

【市民カレッジ文化祭・舞台発表】
会場　佐倉市立中央公民館　大ホール

 これからの博物館で必要なこと・歴博を楽しむ
　〔国立歴史民俗博物館を見学〕

集合　９時４０分　 国立歴史民俗博物館玄関外　　１５時現地解散予定

専攻課程　　　ふるさと歴史コース（２）

学習時間 午前１０時～１１時５０分

中央-41



番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

1
5.13
（土）

カレッジ合同
式典

始業式
入学式

総長
館長

カレッジ合同
芸術鑑賞会

オープニング
コンサート

千葉県警察音楽隊

2
5.16
（火）

ホームルーム
役員選出
写真撮影

社会教育指導員
課題学習
（１）

学び合い学習に向けて
①

社会教育指導員

3
5.23
（火）

情報伝達の技術
（1）

ワード
カレッジ卒業生
22期情報コース

情報化時代の
学習（1）

映像作品ができるまで
広域高速ネット

２９６放送制作部
係長　平川裕

4
6.13
（火）

情報伝達の技術
（2）

エクセルにチャレンジ
①

カレッジ卒業生
22期情報コース

情報伝達の技術
（3）

エクセルにチャレンジ
②

カレッジ卒業生
22期情報コース

5
6.27
（火）

情報伝達の技術
（4）

エクセルにチャレンジ
③

カレッジ卒業生
22期情報コース

情報伝達の技術
（5）

エクセルにチャレンジ
④

カレッジ卒業生
22期情報コース

6
7.4

（火）
４コース合同
生活と文化

文章作成の技術
卒業記念誌作成に

向けて

エッセイスト
高比良直美

自主企画講座
（1）

学生がテーマを決めて
企画し補習学習する①
（企画の話し合い）

社会教育指導員

7
7.25
（火）

課題学習
（２）

学び合い学習に向けて
②

社会教育指導員
情報化時代の
学習（2）

おカネとITの
経営戦略

東京情報大学
准教授　樋口大輔

8
9.12
（火）

情報化時代の
学習（3）
施設見学

社会教育指導員
公民館職員

9
9.19
（火）

４コース合同
体験学習

草ぶえの丘
職員

10
9.29
（金）

カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（1）

社会教育指導員
公民館職員

11
10.3
（火）

課題学習
（3）

学び合い学習に向けて
③

社会教育指導員
課題学習
（4）

学び合い学習に向けて
④

社会教育指導員

12
10.10
（火）

学び合い学習
（1）

福祉コースを招待して
パソコンイベント

社会教育指導員
学び合い学習

（2）
元気コースを招待して
パソコンイベント

社会教育指導員

草ぶえの丘で自然観察と陶芸を楽しむ－卒業記念作品の制作－
集合　午前９時５０分　草ぶえの丘

内容　午前 　草ぶえの丘で自然観察　午後　陶芸　午後３時現地解散

【市民カレッジ スポーツフェスティバル】
会場　佐倉市民体育館

【情報発信の現場を見に行こう】
会場　読売新聞東京本社／印刷博物館

地下鉄「大手町駅」C3出口
午前10時20分　現地集合　　午後2時　現地解散

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第４学年学習予定表

専攻課程　　　さわやか情報コース（１）

学習時間 午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時

中央-42



番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

13
10.24
（火）

学び合い学習
（3）

福祉コースによる
家庭介護実習

社会教育指導員
学び合い学習

（4）
元気コースによる
健康づくり

社会教育指導員

14
11.7
（火）

学び合い学習
（5）

歴史コースによる
佐倉の史跡案内

社会教育指導員
学び合い学習

（6）
歴史コースを招待して
パソコンイベント

社会教育指導員

15
カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（２）

社会教育指導員
公民館職員

16
11.18
（土）

カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（３）

社会教育指導員
公民館職員

17
11.28
（火）

情報化時代の
学習（4）

報道の現場から
元日本テレビ
放送網報道局
町田博祐

自主学習
学生がテーマを決めて
自主的に学習する

社会教育指導員

18
12.12
（火）

自主企画講座
(2)

学生がテーマを決めて
企画し補習学習する②

社会教育指導員
情報化時代の
学習（5）

高齢期(者)の
インターネット活用

パソコン
インストラクター

小坂大輔

19
1.9

（火）
学習のまとめ

情報コース卒業生
の活動紹介

 カレッジ卒業生
22期情報コース
社会教育指導員

ホームルーム 卒業に向けて 社会教育指導員

20
1.23
（火）

４コース合同
学ぶことの

意義

学んだことを活かす
－各コース代表発表－

社会教育指導員
４コース合同
総長講話

佐倉の歴史から見た
人づくり

総長

21
2.6

（火）
 ４コース合同

講演会
新たな出発

佐倉市
社会福祉協議会

会長　左奈田雄一

４コース合同
式典予行

卒業式練習 社会教育指導員

22
2.10
（土）

カレッジ合同
式典

卒業式
総長
館長

＊

【市民カレッジ文化祭・研究発表、学習発表、作品展示など】
　　11.15（水)～11.17（金）

　会場　佐倉市立中央公民館　大ホール、学習室３他

【市民カレッジ文化祭・舞台発表】
会場　佐倉市立中央公民館　大ホール

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第４学年学習予定表

専攻課程　　　さわやか情報コース（２）

学習時間 午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時

中央-43



番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

1
5.13
（土）

カレッジ合同
式典

始業式
入学式

総長
館長

カレッジ合同
芸術鑑賞会

オープニング
コンサート

千葉県警察音楽隊

2
5.16
（火）

ホームルーム
役員選出
写真撮影

社会教育指導員
課題学習
（１）

学び合い学習に向けて
①

社会教育指導員
元気コース卒業生

3
6.2

（金）
地域活動
（1）

社会教育指導員

4
6.20
（火）

課題学習
(2)

学び合い学習に向けて
　　　　　②

社会教育指導員
自主企画講座

（１）

学生がテーマを決めて
企画し補習学習する①
（企画の話し合い）

社会教育指導員

5
7.4

（火）
４コース合同
生活と文化

文章作成の技術
卒業記念誌作成に

向けて

エッセイスト
高比良直美

健康づくり
（１）

ｺｰﾃﾞｨﾈｰｼｮﾝ運動
自ら楽しむ健康

（株）ﾂｲﾝﾘﾝｸ茂木
ハローウッズ

小瀧　綾

6
7.18
（火）

健康づくり
（２）

高齢者のための
３Ｂ体操

公益社団法人
日本３Ｂ体操協会

鈴木静江

地域活動
（２）

ターゲットバード
ゴルフ

晴天：佐倉市ターゲット
バードゴルフ場
雨天：大ホール

ターゲットバード
ゴルフ協会

7
9.5

（火）
課題学習
（３）

学び合い学習に向けて
③

社会教育指導員
自然観察の

すすめ

都市近郊の
野鳥の生態

晴天：フィールド
雨天：室内座学

日本野鳥の会
浅野俊雄

8
9.12
（火）

健康づくり
（３）

健康を保つ食事作り
（調理実習）

高齢者福祉課
自主企画講座

（２）

学生がテーマを決めて
企画し補習学習する②
（企画の話し合い）

社会教育指導員

9
9.13
（水）

健康づくり
（４）
3・4年

元気コース合同

　一般社団法人
ゾナカルチョ

10
9.19
（火）

４コース合同
体験学習

草ぶえの丘
職員

11
9.29
（金）

カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（１）

社会教育指導員
公民館職員

12
10.10
（火）

学び合い学習
（１）

歴史コースによる
佐倉の史跡案内

社会教育指導員
学び合い学習

（２）
情報コースによる
パソコンイベント

社会教育指導員

３・４年元気コース合同
イタリア文化とサッカーを学ぶ

草ぶえの丘で自然観察と陶芸を楽しむ－卒業記念作品の制作－
集合　午前９時５０分　草ぶえの丘

内容　午前 　草ぶえの丘で自然観察　午後　陶芸　午後３時現地解散

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第４学年学習予定表

専攻課程　　　ゆっくり元気コース（１）

学習時間 午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時

実践活動　　ウォークラリー　－坂道・小径をたどり城下町佐倉を歩く－
（１年生のウォークラリーの際のスタッフとして活動）

【市民カレッジ スポーツフェスティバル】
会場　佐倉市民体育館
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番号 日・曜日 学習テーマ 学習内容 講師 学習テーマ 学習内容 講師

13
10.24
（火）

学び合い学習
（３）

歴史コースを招待して
健康づくり

社会教育指導員
学び合い学習

（４）
情報コースを招待して

健康づくり
社会教育指導員

14
11.7
（火）

学び合い学習
（５）

福祉コースによる
家庭介護実習

社会教育指導員
学び合い学習

（６）
福祉コースを招待して

健康づくり
社会教育指導員

15
カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（２）

社会教育指導員
公民館職員

16
11.18
（土）

カレッジ合同
生涯学習の
楽しさ（３）

社会教育指導員
公民館職員

17
12.5
（火）

自主企画講座
（３）

学生がテーマを決めて
企画し補習学習する③

社会教育指導員 自主学習
学生がテーマを決めて

自主的に学習する
社会教育指導員

18
12.19
(火)

健康づくり
（５）
3・4年

元気コース合同

スポーツ健康科学
順天堂大学

ｽﾎﾟｰﾂ健康科学部
准教授 柳谷登志雄

健康づくり
（６）
3・4年

元気コース合同

ニュースポーツ大会 社会教育指導員

19
1.23
（火）

４コース合同
学ぶことの

意義

学んだことを活かす
－各コース代表発表－

社会教育指導員
４コース合同
総長講話

佐倉の歴史から見た
人づくり

総長

20
1.30
（火）

学習のまとめ
卒業後の健康づくり

まちづくり
[個人発表]

社会教育指導員 ホームルーム 卒業に向けて 社会教育指導員

21
2.6

（火）
 ４コース合同

講演会
新たな出発

佐倉市
社会福祉協議会
会長　左奈田雄一

４コース合同
式典予行

卒業式練習 社会教育指導員

22
2.10
（土）

カレッジ合同
式典

卒業式
総長
館長

＊

【市民カレッジ文化祭・舞台発表】
会場　佐倉市立中央公民館　大ホール

【市民カレッジ文化祭・研究発表、学習発表、作品展示など】
　　11.15（水)～11.17（金）

　会場　佐倉市立中央公民館　大ホール、学習室３他

学習時間 午前１０時～１１時５０分 午後１時１０分～３時

平成２９年度　佐倉市民カレッジ　第４学年学習予定表

専攻課程　　　ゆっくり元気コース（２）
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５．コミュニティ事業                    
さくら学び塾（学びあい講座）「郷土の古文書『臼井八景』を繙く」 

①開設趣旨  本講座は、市民公募による講師の企画に基づき、コミュニティ事業・さく

ら学び塾（学びあい講座）として開設する。 
②募集対象、募集人員  成人 １００人 

③プログラム 

回 月 日(曜日) 学習内容 講 師 

１ 

１１月１１日（土） 

１３：３０～ 

１５：３０ 

「臼井八景」の概要（序を中心に） 松田喜好 

２ 

１２月 ９日（土） 

１３：３０～ 

１５：３０ 

「臼井八景」作者と背景（歴史的立場か

ら） 
森秀夫 

３ 

１月１３日（土） 

１３：３０～ 

１５：３０ 

「臼井八景」の印旛沼（文学的立場から） 村上勲 

４ 

１月２７日（土） 

１０：００～ 

１２：００ 

「臼井八景」漢詩と詩吟（跋(ばつ)を含

む） 

松田喜好 

塚越輝男 

  

④とても充実した講座となった。全４回は、講義やＤＶＤ上映・全員参加の詩吟など、多

彩な内容と多彩な講師陣となった。 

  生徒も意識が高く、学ぶ側も教える側もレベルの高い内容となった。 

 それだけに、全４回ではコマ数が少ないように感じるとのアンケート結果も多かった。

主催者としては、他講座での「続編」などを考えていきたい。 
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６．団体育成事業                        
佐倉地区子ども会育成会連絡協議会 

① 開設趣旨  佐倉地区子連は、佐倉地区の子ども会及び子ども会を取り巻く諸関係機関

団体との連絡・調整を図り、各単位子ども会の健全な発展に寄与することを目的とし

て結成された。会の運営は、役員が中心となって行い、総会・役員会・各事業などを

実施している。中央公民館では、事務局としての役割、子ども会安全会等の申込みの

受付、佐倉市子ども会育成連盟との連絡、備品の貸与等を行っている。しかし、近年

少子化に伴い佐倉地区子連に加入する子ども会が減少傾向にある。今年度は１団体に

なり、協議会としての維持が難しくなっている。 

② 対象 単位子ども会   １団体（会員数６３人） 

③ 活動内容 平成２９年１２月１６日（日）クリスマス会 ４７人参加 

 

佐倉学体験講座 

～「佐倉民話を語るボランティア派遣事業」「佐倉こどもかるた普及派遣事業」～ 

①開設趣旨  佐倉学関連事業の一つとして、市内小学校、教育センター、中央公民館が

連携して、子どもたちに「佐倉学」を総合的に学べる場を提供するとともに、佐倉学の

普及を図るため、佐倉市民カレッジ卒業生で結成された、民話を語るボランティア団体

「さくらっ古」と「佐倉こどもかるた子都手留会
し っ て る か い

」を市内小学校の児童を対象に派遣し、

佐倉に伝わる民話の語りべの派遣や佐倉こどもかるた普及を通して、郷土愛を育むこと

を目的とする。 
②対象 幼児、市内小学生１年生～６年生（「佐倉こどもかるた子都手留会」については

一般も対象） 

③開催期間 平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日 

④事業を終えて この事業は、佐倉市民カレッジ「まちづくり」の授業から誕生している

２団体の派遣事業である。『さくらっ古』は平成１７年６月から活動を行っており、昨年

度からは曜日に関係なく派遣依頼を受け付けることになった。毎年多くの小学校からの

派遣依頼があるが、他校からの紹介で今回初めて派遣依頼をされた学校もあり、今まで

の活動が着実な成果を見せている。ただし、さくらっ古と子都手留会とともに派遣回数

が増えつつある中で、構成メンバーの人数に限りがあり、すべての小学校等の要望にこ

たえられないという課題がある。 
市内小学校・教育センター・中央公民館が連携して子どもたちに「佐倉学」を総合的

に学ぶ場を提供するのがこの事業の趣旨であり、アンケート結果等からも、実際に佐倉

に伝わる民話や佐倉子どもかるたをとおして、郷土愛を育むことの一助となっている。

また、「佐倉学」について子どもたちが民謡を聞いたり、かるたを使って学ぶのによい機

会を提供できていることもアンケート結果から推察することもできる。そのため、中央

公民館としても継続していきたい事業のひとつであると考える。公民館の活動をきっか

けとして活動を始めてもらい、最終的に個々の公民館利用団体が主体的に活動するよう

になることで、社会教育の意義にかなうようになると思われる。 
 

グループ懇談会 

①開設趣旨 中央公民館を利用しているグループに対し、公民館利用方法、公民館とし

ての立場からグループ活動に期待する事を説明し、利用者との共通理解と連携を図る。 

②対象 中央公民館を利用しているグループ ２２０団体 

③開催期日 平成２９年４月２８日（金）１０：００～１１：３０ 

④内容 １）公民館使用方法についての説明、注意事項 

２）子どもの居場所作り（夏休み主催事業）についての協力依頼 

３）質疑応答 
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調理室利用グループによる調理室点検 

①開設趣旨 調理室を定期利用しているグループに対し、お互いの交流の機会を作ると

共に、調理室の効率的な活用と適正な運営を図る。 
②対象 調理室を定期利用しているグループ１３団体 

③開催 １．平成２９年６月２９日（木） 午前１０時～１１時３０分 
２．平成２９年１２月２１日（木） 午前１０時～１１時３０分 

④内容  １）調理室の清掃 ２）公民館備品の整理・点検 ３）グループ備品の整理 

 ４）グループ間の懇談 ５）公民館への要望 
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７．広報・展示事業                                          
広報事業 

 
『公民館だよりじゅにあ』（平成２９年６月２８日発行） 

①ねらい  中央公民館での子ども向け事業などを紹介する。  

②発行回数  年１回 

③発行部数 １１００部 

④配布先  佐倉地区の小学校4校等で配布 

⑤内容  夏休み中の子ども向け教育事業を掲載 

⑥展望  佐倉市の広報紙と連携をとりながら、幅広い紙面づくりに心がけたい。 

 

『中央公民館だより』（平成３０年３月１日発行） 

①ねらい  中央公民館主催事業や中央公民館の使用申込みについてなどを紹介する。 

②発行回数  年１回 

③発行部数  ５００部 

④配布方法  各公民館、図書館、コミュニティセンター 

⑤内容   

（１）佐倉市民カレッジ 平成３０年度受講生募集、であい課程・専攻課程の概要、文

化祭、スポーツフェスティバルまちづくり実践報告会、サークル活動ほか 

（２）公民館利用申し込みについて 

（３）中央公民館主催イベントのご案内 佐倉学講座「古今佐倉真佐子を歩く」、春休み

親子映画会「ペット」 

⑥展望  佐倉市の広報紙と連携をとりながら、幅広い紙面づくりに心がけたい。 

 

『なかま』 

①ねらい   市民の手による、市民の「心の交流の場」づくりをめざす。 
②発行回数  年１２回（毎月１回） 
③発行部数  毎月１，５００部  （年間１，５００部×１２ヵ月＝１８,０００部） 
④配布方法  市内公民館・図書館・保健福祉センター・佐倉一里塚・市内各駅等で配布。 

また、編集委員による配布や市民ハイキング参加者への配布も行っている。 

⑤編集方法  佐倉市民カレッジ生とその卒業生からなるボランティア編集委員１５名が

編集会議を毎月２回開催している。 

編集会議では、原稿の内容上の個々の事項についての検討とその処置、校正・割付

けなどの編集作業と、年間計画やこれからの方向性などについて話し合いを行う。 

また平成１７年度からは佐倉市民カレッジ情報コース卒業生がボランティアで版下

作成を行っている。 

⑥内容 Ａ４版４ページの体裁で、１面は市長及び編集委員の原稿、２・３面は市内在

住の市民の方から頂いた投稿文を掲載している。４面は中央公民館の主催事業や公民

館からのお知らせ、コラム的なさくら道、編集委員によるあとがきを掲載している。 

平成２０年６月には編集会議が、㈳日本善行会から特別表彰善行賞を受賞した。 
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８．視聴覚教材ライブラリー事業                                                      

親子映画会 

①開設趣旨 親子映画会として実施し、映画をとおして友達の輪を広げ、青少年の健全育

成を図る 
②対象 小学生・幼児と保護者  各５００人 
③学習内容 親子で映画を見ることで、楽しみながら映像文化に親しむ。 
④プログラム 

回 月 日(曜日) 上映作品 学習内容 会 場 

１ 
７月２８日（木） 

１０：００～ 

１１：３０ 

モ ン ス タ

ー・ホテル２ 
子ども向け名画鑑賞を

実施した。 

市民音楽ホ

ール 

２ 
１２月２７日(水)１

０：００～ 

１１：００ 

怪盗グルーの

ミニオン大脱

走 

子ども向け名画鑑賞を

実施した。 
市民音楽ホ

ール 

３ 
３月２７日(火) 

１０：００～ 

１１：００ 

スマーフ ス

マーフェット

と秘密の大冒

険 

子ども向け名画鑑賞を

実施した。 
中央公民館 

 
④ 業を終えて 市内の子ども達を対象に夏休み・冬休み・春休みを利用して映画鑑賞会を

３回実施した。映画を通して、子ども達に友情の大切さや思いやりの心を育んでもら

えたらと思う。また、長い休みには、子どもの居場所が心配になる保護者にとっても

この事業は安心できるような子どもの居場所になっていると思われる。 

 

１６ミリ映写機操作講習会 

①開設趣旨 視聴覚１６ミリ映写機器の操作を習得する機会を提供し、視聴覚教材の普及

と利用促進を図る 
②対象 社会教育団体・一般 ２０人 
③プログラム 

回 月 日(曜日) 学習内容 講 師 

１ 
６月１７日（土） 
１０：００～ 
１６:００ 

・視聴覚概論 
・映写技術の理論と実際 

（有）教育映像 

齋藤 和雄 

 
④講座を終えて 市内の社会教育団体・一般を対象に募集をしたが、市外の方からも申し

込みがあった。現在の視聴覚教材においてアナログのものがデジタル化されてきている

中で、印旛管内においても佐倉市以外での講習が実施されていない様である。本ライブ

ラリーのフィルム資産は充実しており、末永く活用していくためにも今後も受講の促進

を図りたい。なお、１６ミリフィルムと映写機の貸与は、本講習の修了証を持つことが

要件とされている。 

 










































































































































































































































